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□
要
旨
別宮とは正宮
（
本
宮
）
に
対
す
る別け宮であり、
正
宮
に
つ
ぐ重要なお宮です。
古
くは天皇陛下の勅書により、後には官符を以て宣下された神社だけが宮号
を
称
し
ま
し
た
。『太
神
宮
諸
雑
事
記
』に
よ
る
と
、
天
平
十
九
年
（
七
四
七
）
に
別
宮
遷
御の記載があり、奈良時代には二十年に一度の式年遷宮が制度化されてい
た
ことが理解できます。但し殿舎の規模や社格から判断して、当時遷宮が行
わ
れ
た
の
は
荒
祭
宮
と
多
賀
宮
の
他
、『皇
太
神
宮
儀
式
帳
』
や
『延
喜
太
神
宮
式
』
の
記
載と『倭姫命世記』の御鎮座伝承記事及び中世伊勢神道の記録から大御神
の
遙
宮
とおのみや
と
い
わ
れ
る
瀧
原
宮と伊雜宮でも執り行われたと考察しました。
月
讀
宮
は
奈
良
時
代
に
、
伊
佐
奈
岐
宮
は
貞
観
九
年（
八
六
七
）
に
宮
号
宣
下
が
あ
り
ま
し
た
。『延
喜
太
神
宮
式
』
に
よ
れ
ば、皇
大
神
宮
別
宮
は
荒
祭
宮・伊
佐
奈
岐
宮
・
月
讀宮・瀧原宮・瀧原竝宮・伊雜宮の六宮、豊受大神宮別宮は多賀宮の一宮
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
土
宮
は
大
治
三
年（
一
一
二
八
）、
月
夜
見
宮
は
承
元
四
年
（
一
二
一
〇
）、
風
日
祈
宮
と
風
宮
は
正
応
六
年
（
一
二
九
三
）
の
宮
号
宣
下
に
よ
り
別
宮
に
昇格しました。本
稿
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
別
宮
の
古
代
か
ら
近
代
に
至
る
歴
史
的
変
遷
に
つ
い
て
、
殊
に遷宮の沿革を中心に典拠史料を明示しながら考察をめぐらせます。
□
キ
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別
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讀
宮
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月
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高
河
原
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第一
章
月讀
四宮の歴史
一
、別宮遷宮のはじまり
月
讀
宮以下十二所別宮の遷宮諸祭は平成二十六年十月からはじま
り
、同二十七
年
三
月
を
以
て
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。
平
安
後
期
の
荒
木
田
氏
の
家
伝
書『太
神
宮
諸
雑
事
記』
（
以
下
雑
事
記
と
表
記
）
に
よ
る
と
、
天
平
十
九
年
（
七
四
七
）九
月
十
六
日
に
第
四
回
内
宮
式
年
遷
宮
が斎行されましたが、その年 十二月に「諸別宮遷し奉りて
、
廿年に一度
の
御
遷
宮、長例の宣旨了
おわ
ん
ぬ」との一文があり、このことから別宮についても奈
良
時
代
には二十年に
一
度
の
式年遷宮が制度化されていたことが理解できます。但
し
殿
舎
の
規
模
や
社
格
か
ら
判
断
し
て
、
当
時
遷
宮
が
行
わ
れ
た
の
は
荒
祭
宮
と
高
宮（
多
賀
宮
）
は
間
違
い
な
い
で
し
ょ
う
が
、
鎌
倉
時
代
中
期
に
度
会
氏
が
編
集
し
た
と
さ
れ
る『倭
姫
命
世
記』
（
以
下
命
世
記
と
表
記
）
の
御
鎮
座
伝
承
記
事
か
ら
大
御
神
の
遙
宮
とおのみや
と
い
わ
れ
る
瀧
原
― 87―
宮
と
伊雜宮でも執り行われたと私は考えています。
別
宮の歴史について、
殊
に
由
緒
の
深
い
月讀宮
・
伊
佐
奈
岐宮
・
瀧
原
宮
・
瀧
原竝宮
・
伊
雜
宮・風日祈宮・土宮・月夜見宮・風宮を中心に拙論を展開致します。二、古代の月讀宮
月
讀宮は奈良時代にはまだ「月讀社」と称していました。当宮の創祀について
は
神
宮
の
古
文
献
に
も
触
れ
る
と
こ
ろ
が
な
く
不
明
な
点
が
多
く
、『続
日
本
紀』神
護
景
雲
三
年
（
七
六
九
）
二
月
十
六
日
条
の
「
神
服
を
天
下
諸
社
に
奉
る
」
の
記
事
に
お
い
て
大
神
宮
及
び
月次社には馬形並びに鞍を奉納する内容がみられます。この月次社を「月次
祭
に
幣帛を奉られる社」の意でとらえる学説もありますが、神宮司庁が編集した
『
神
宮
要
綱
』（
昭
和
三
年
十
一
月
刊
）や
阪
本
広
太
郎
氏
の
『
神
宮
祭
祀
概
説
』（
神
宮
教
養
叢
書
第
七
集
・
昭
和
四
十
年
三
月
刊
）、『神
宮
史
年
表
』（
平
成
十
七
年
三
月
刊
）
で
は
月
讀
社
と
み
な
し
ており、この通説のままでよいと私は判断しています。
正
史のうえでは『日本文徳天皇実録』
の
天
安元年（八五七）九月八日条に
伊勢国荒祭、月讀、瀧原、伊雜、高宮等神宮内人五人、始預把笏
と
あ
る記事が「宮」の初見と考えられ す。ところがこれより早 延暦二十三年
（
八
〇
四
）
に
撰
述
さ
れ
た
『
皇
太
神
宮
儀
式
帳
』（
以
下
儀
式
帳
と
表
記
）
に「月
讀
宮
一
院
」
と
あ
ります。次に「正殿四区」の記述を確認でき す。 れについて大西源一氏
は
『
大神宮史要』
（
昭
和
三
十
四
年
刊
）
に
お
い
て
玆に注意すべきは、延暦の『儀式帳』に「月讀宮一院 正殿四区」とあるに拘わらず、
『雑
事
記
』
に
は
、
正
殿
二
宇
と
な
っ
ていることであって、
こ
れ
を
『
太
神
宮
式
』及
び『神
名
式』の「伊
佐
奈
岐
宮
二
座
、月
讀
宮
二
座」
（
※
後
述
）
に
参
照
し
来
れ
ば
、
当
時
正
殿
は
二
区
で
あ
っ
た
も
の
と
見
る
べ
く
、『儀
式
帳
』の「正
殿
四区」は、後世の作為であることが考えられるのである。
と
解
説
し
て
お
り
、阪
本
氏
（
前
掲
書
籍
）
や
桜
井
勝
之
進
氏
（
『伊
勢
の
大
神
の
宮
』堀
書
店
、
昭
和
四
十
八
年
三
月
刊
）
等
先
学
に
よ
れ
ば
、
東
に
二
殿
、
西
に
二
殿
と
並
ん
で
建
て
ら
れ
て
い
た
こ
とが早くから指摘されています。さらにもう一つ解釈に苦し
む
点がありま
す
。
そ
れ
は
文
中
に
見
ら
れ
る
玉
垣
四
重
「
長
廻
各
三
十
二
丈
」、瑞
垣
四
重「長
廻
各
二
十
四
丈」
の
表
記で、
各
玉垣の一辺は約二四メートル、
各瑞垣の一辺は約一八メー
ト
ル
と
なり、現行の各御垣より相当大きい構造であったことになり
、
平安初期の
頃
に
そ
れほど広大な境内地を有していたとは通常では考えがたく、
こ
の記述の解
釈
は
頗
る
困
難
で
す。神
宮
考
証
学
の
泰
斗、
御
巫
清
直
は
瑞
垣
も
玉
垣
も
二
重
の
誤
り
で、
正
殿
と
小
殿
の
二
宇（
東
の
二
殿
…
月
讀
命
と
荒
御
魂
・西
の
二
殿
…
伊
弉
諾
尊
と
伊
弉
冉
尊
が
正
殿
と
小
殿
と
の
関
係
で
そ
れ
ぞ
れ
セ
ッ
ト
・
後
述
）
を
一
垣
内
に
収
め
ら
れ
て
い
た
と
考
察
し
て
い
ま
す
。
このように通説では、
儀
式帳の撰述当時の原文は
「月讀宮一院、
正殿二区」
の
固
定
観念があるようですが、清直や 西氏 指摘に倣えば、瑞垣
も
玉垣も四重
で
は
な
く二重となります。それ も玉垣の一辺が二
四
メートルであるから、二重
の
玉
垣
を
構
え
よ
う
と
す
れ
ば
最
低
で
も
一
辺
が
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
敷
地
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
だ
から管見によれば通説は間違っているのではないか、もとも
と
一囲いの瑞
垣
内
に
月讀尊荒御魂・伊弉諾尊・伊弉冉尊も最 古い時代では一緒
に
祀っていた
の
で
は
ないかと思案致しております。ただ王朝時代の御 実情
ど
うあれ、儀
式
帳
に
「月讀宮」 表記され いる訳ですので、少なくとも平安初
期
には宮号で
お
呼
び
していたことに間違いはないでしょう
と
こ
ろ
で、月
讀
神
の
御
神
威
を
か
し
こ
み、宝
亀
三
年
（
七
七
二
）
に
荒
祭
神
に
准
じ
、
毎
年
九
月に幣馬が奉られること され、その荒御魂と伊弉諾尊・伊
弉
冉尊が官社
に
列
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
記
述
か
ら
月
讀
社
が
別
宮
に
昇
格
し
た
の
は
そ
れ
以
前
の
こ
と、
つ
ま
り
奈良時代後期ではないかと推測致しております。これ ほぼ
同
時期に度会
郡
に
あ
っ
た
神
宮
寺
が
飯
野
郡
に
移
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
に
も
私
は
注
目
し
て
い
ま
す
。
伊
勢神宮寺の創
建
と
い
う画期的な事業に手が付けられたのは、天平神護二年
（
七
六
二
）
の
こ
と
で
あ
り
、
田
中
卓
氏（
『伊
勢
神
宮
の
創
祀
と
発
展
』「第
五
章
伊
勢
神
宮
寺
の
皇
學
館
大
学
研究開発推進センター紀要
第
二
号
（
平
成
二
十
八
年
三月）
― 88―
創
建」
〈国
書
刊
行
会
・
昭
和
六
十
年
刊
〉）
は
、
そ
の
推
進
者
は
他
な
ら
ぬ
道
鏡
で
あ
っ
た
と
考
証
さ
れ
て
い
ま
す
。『瑞
垣
』
第
二
二
九
号
（
平
成
二
十
六
年
十
月
刊
）
で
渡
邉
規
矩
郎
氏
も
指
摘
さ
れていますが、道鏡の失墜、中臣比
くに
登なり
の
宮司就任を以て伊勢神宮寺を神郡内
よ
り
飯高郡度瀬山房へ移すことを決め、次の宮司中臣広成の手により、宝亀七年
（
七
七
六
）
に
飯
野
郡
に
移
し
、
さ
ら
に
宝
亀
十
一
年
に
は
完
全
に
神
郡
外
に
追
放
す
る
こ
と
に
成
功したのでした。これと期を一にして月讀神・荒御魂・伊弉諾尊・伊弉冉尊
の
御
神威も増し、官社に列せられたのですが、宮司比登や広成の働きかけがあっ
た
こ
とは否めないでしょう。
月
讀宮が特殊の信仰を有して居られたことは、
儀
式帳の次の一文でも窺えます。
御形、馬乗男 、著紫御衣、金作太刀佩之
と
原
文に記されており、象徴的に御神像として太刀を佩き乗馬された男神である
こ
と
を
伝
え
て
い
ま
す
。な
お
先
の
儀
式
帳
及
び
延
長
五
年
（
九
二
七
）
に
成
立
し
た
『
延
喜
太
神
宮
式』
（
以
下
太
神
宮
式
と
表
記
）
に
よ
れ
ば
、
お
宮
は
大
神
宮
の
北
三
里、す
な
わ
ち
約
二
㎞
の
地
に
鎮
座
さ
れ
た
こ
と
を
伝
承
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
雑
事
記
仁
寿
三
年
（
八
五
三
）
八
月
二十八日条によれば、大風洪水により月讀宮・伊佐奈岐社等の神宝物及び正
殿
玉
垣
御
門
等
を
流
失
し
た
た
め
、
九
月
二
十
七
日
に
宇
治
郷
十
一
条
廿
三
布
施
里
、
同
条
廿
四
川原里之間を新しい適地とされるよう神ᷫ官に言上致しました。そして斉衡
二
年
（
八五五
）
九
月
二
十
日
に
遷
宮が斎行されました。それが現在地に相当します。
三、古代の伊佐奈岐宮
旧
地は現在地の北方、山の手近くの久世戸坂下の二光の森、もしくは今よりも
さ
ら
に五十鈴川の川岸近くにあったという二説があり、洪水による殿舎流出を鑑
み
る
と
、
後
者
の
方
が
説
得
力
が
あ
り
ま
し
ょ
う
。
し
か
し
儀
式
帳
（
旧
地
）
も
延
喜
式
（
現
在
地
）
も
同
じ
「大
神
宮
の
北
三
里
」と
し
て
い
ま
す
か
ら
、
旧
地
も
現
在
地
に
隣
接
し
た
所
に
あ
っ
た
と
考
え
て
間
違
い
な
い
で
し
ょ
う
。
さ
ら
に
度
会（
西
河
原
）
行
忠
が
弘
安
八
年
（
一
二
八
五
）に
撰
ん
だ
『
伊
勢
二
所
太
神
宮
神
名
秘
書』
（
以
下
神
名
秘
書
と
表
記
）「伊
佐
奈
岐
宮
二
座」の割書に「去太神宮北三里。東月讀宮。西伊佐奈岐宮。
各
南向座」と
あ
る
こ
とから、古来殿舎は南向きで今に至っていることが理解でき
ま
す。
ま
た
儀式帳には｢
鎮
祭
荒祭月讀瀧原 雑四宮地用物並行事｣
及
び｢
所
管四宮｣
の表
記
・
内
容がみられます。これにより荒祭宮
・
月
讀宮
・
瀧
原宮
・
伊雜宮においては、
少
な
く
ても平安初期には二十年に一度の遷宮の制度が常習化されて
い
た傍証とな
り
ま
し
ょ
う
。
な
お
延
暦
当
時
｢月
讀
宮
一
院
｣内
に
鎮
座
す
る
神
社
で
あ
っ
た
伊
佐
奈
岐
社
は
、『日
本
三
代
実
録』貞
観
九
年
（
八
六
七
）八
月
二
日
条
に
よ
り
独
立
し
て
宮
号
宣
下
さ
れ
た
こ
とが分かります。神名秘書の記録に翌十年
遷
宮、今度被増作宝殿寸法者也、但伊弉冉社如本、無増作也、
今
号小殿是也
と
あ
り
、伊佐奈岐宮の殿舎は増作されましたが、伊佐奈弥社につい
て
はもとの大
き
さ
の
ま
ま
で
あ
り
ま
し
た。
『延
喜
神
名
式』
（
以
下
神
名
式
と
表
記
）や
太
神
宮
式
に
は
｢伊
佐
奈
岐
宮
二
座
｣と
表
記
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、全
体
を
伊
佐
奈
岐
宮
と
い
い
、伊
弉
冉
尊
は
小
殿
と
称したようです。殿舎の規模が小さい処から
「
おどの」
と
呼ばれたのでしょ
う
。
｢月
讀
宮
二座｣
もまた同様で、全体を月讀
宮
と称し、月讀尊荒御魂は小殿と
呼
ん
で
い
ました。なお神名秘書によれば、
月
讀
宮と伊佐奈岐宮は第十回内宮遷
宮（
貞
観
十
年
〈八
六
八
〉）
の
同
年
に
正
遷
宮
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。荒
木
田
（
井
面
）忠
仲
が
建
久
三
年
（
一
一
九
二
）に
著
し
た
『
皇
太
神
宮
年
中
行
事
』の
正
月
旬
神
拝
（
一
月
十
一
日
）の
中
に
月
讀宮と伊佐奈岐宮も含まれていました
貞
観
に宮号宣下のあった後、朝廷により延喜式の編集過程におい
て
別宮の順位
と
し
て
、伊佐奈岐 が荒祭宮の次の第二位、すなわち月讀宮の上
列
せられてい
ま
し
た
。しかし巻八の『延喜祝詞式』六月月次祭・九月神嘗祭の祝
詞
で宮司が神
主
部
・
物忌等に申 聞かせる 文に荒祭 と 讀宮も含 れてい
ます。他の宮の
記
載
は
なく、この二宮のみが別 して奉幣された訳です。祝詞
で
は延喜式の
前
身
で
あ
る
貞
観
式
以
前
の
古
い
形
態
が
踏
襲
さ
れ
て
い
た
の
か
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が、
別
宮
遷
宮
の
歴史について（音羽）
― 89―
こ
れ
は月讀宮が荒祭宮に次ぐ格式であることを意味しています。巻四の太神宮式
で
は
伊佐奈岐宮の方が月讀宮よりも上位にありますので、延喜式も巻によって内
容
に
齟齬がみられる です。いずれにしても、この後に至って何時かまたこれが
顛
倒
して今日では月讀 ・月讀荒御魂宮・伊佐奈岐宮・伊佐奈弥宮の順位になっ
て
お
ります。第二章
瀧原宮・
瀧原竝宮の歴史
一、古代の瀧原宮・瀧原竝宮
命
世
記
に
よ
る
と
、
第
十
一
代
垂
仁
天
皇
の
皇
女
倭
姫
命
が、御
杖
代
（
御
使
い
）と
し
て
天
照
坐皇大御神を奉戴して、 川下流の磯宮をお発ちになり、上流の方に御鎮座
の
地
を
求
め
て
お
進
み
に
な
る
と
、
砂
を
も
流
す
急
流
の
瀬
が
あ
り
困
っ
て
お
ら
れ
た
の
で
、
真
奈
胡神がお出迎えをしてお渡 申し上げました。そこで命はそのところに真奈
胡
神
をまつる御瀬社をお定めになったのですが、これが今の皇大神 摂社多岐原
神
社
で
す
。
命
は
さ
ら
に
真
奈
胡
神
の
案
内
で
お
進
み
に
な
る
と
、「大
河
之
瀧
原
之
国
」
と
い
う
麗しい土地が
あ
っ
た
ので、この地に宇太の大宇ṙ奈に指示して荒草を刈り取
払
わ
せて宮殿を造立されました。命世記が種本と 引用した奈良時代 『太
宮
本
記
』
原
文
に
は
「
宮
造
令
坐
支
」と
記
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、御
巫
清
直
は
『太
神
宮
本
記帰正鉦』
において
「
宮
トハ瀧原宮、
同
並
宮
ノ
二
宮
ヲ
謂
フ」
と
述べています。
こ
れ
が
瀧
原
宮
と
瀧
原
竝
宮
の
起
源
と
い
え
ま
し
ょ
う
。儀
式
帳
に
「
天
照
大
神
遙
宮
」、
太
神
宮
式
に「大
神
遙
宮
」「伊
勢
と
志
摩
と
の
境
の
山
中、大
神
宮
西
を
去
る
九
十
里
」（
原
漢
文
・
儀式帳では九十二里
）
と記されています。
『伊
勢
国
風
土
記
逸
文
』
に
「
瀧
原
神
宮
」
と
あ
り
、
国
が
編
纂
し
た『続
日
本
紀
』文
武
天
皇
二年
（
六
九
八
）
十
二月二十九日条の
「
多気大神宮を伊勢国度合郡に遷す」
（
原
漢
文
）
と
い
う
一
文
を
め
ぐ
っ
て
、
瀧
原
宮
が
内
宮
の
元
宮
で
あ
る
と
主
張
す
る
学
説
が
あ
り
ま
す
。長
暦
二
年（
一
〇
三
八
）
の
第
十
九
回
遷
宮
に
際
し
、朝
廷
が
神
宮
に
送
っ
た
金
銅
飾
金
物
と
御
装
束
神
宝
の
調
進
目
録
『内
宮
送
官
符
』
に
も
「瀧
原
神
宮
」と
あ
り
ま
す
の
で、
太
政
官
符での神宮号の使用が注目
（
『伊勢市史』
第一巻
・
古
代編
・
平成二十三年三月刊
）
さ
れ
て
います。ところが「多気大神宮」は神宮寺または斎宮のいず
れ
かという説
（
前
掲
田
中
氏
論
文
）
も
あ
り
、
元
宮
説
を
否
定
す
る
学
者
も
多
数
い
ま
し
て
、本
稿
で
の
こ
れ
以
上
の
言及は控えることに致します。
し
か
し
瀧
原
竝
宮
に
つ
い
て
は
、儀
式
帳
と
太
神
宮
式
に
は
存
在
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
神
名
式
には記載がないため、創祀 関 不明な点 多く種々の解釈
が
なされてい
ま
す
。
儀式帳における瀧原竝宮の存在は、書写 過程における追筆
と
唱える研究
者
も
い
ます。また前節でも触れましたが、延喜式には同一項目につ
き
巻毎に矛盾
し
た
記
事が若干例存在します。本例もそ 一つであり 延喜式
は
その編纂の
着
手
が
延
喜
五
年
（
九
〇
五
）、
奏
進
は
延
長
五
年
（
九
二
七
）、
そ
し
て
そ
の
施
行
は
康
保
四
年
（
九
六
七
）
で
あ
り
、
虎
尾
俊
哉
氏
は
、こ
の
六
十
余
年
の
間
も
修
正
加
筆
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
（
『延
喜
式
』集
英
社
・
平
成
十
二
年
五
月
刊
）
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
指
摘
を
受
け
、
奏
進後に竝宮が瀧原宮から分立し、太神宮式には登載されたが
、
神名式の訂
正
は
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
見
方
（
前
掲
『伊
勢
市
史
古
代
編
』）
も
あ
り
ま
す
。こ
の
よ
う
に
瀧
原
竝
宮の創祀に関しては今なお不明な点が多いので が、いずれ
に
しろ平安中
期
に
は
瀧原 同様遷宮の制度が定まっていたと思われます。
瀧
原
宮及び瀧原竝宮とも皇大御神御魂を奉斎しています。これは
皇
大神宮に皇
大
御
神
を奉祀し、同別宮荒祭 に皇大御神の荒御魂を奉斎する姿の
古
い形といわ
れ
て
い
ま
す
。江
戸
後
期
の
内
宮
ṙ
宜
荒
木
田（
中
川
）
経
雅
は
『大
神
宮
儀
式
解』
（
以
下
儀
式
解
と
表
記
）
に
お
い
て
竝
宮
に
つ
い
て
「
瀧
原
宮
は
本
宮
の
御
霊
を
拝
奉
る
な
り。そ
の
瀧
原
宮
の
御
神
の
荒
御
魂
を
ま
つ
る
歟
」と
解
説
し
、江
戸
末
期
の
内
宮
ṙ
宜
荒
木
田（
薗
田
）
守
良
は
『
神
宮
典
略
』（
以
下
典
略
と
表
記
）に
お
い
て「荒
祭
宮
の
遙
宮
の
意
と
云
ざ
る
事
に
も
あ
ら
んか」
と
説
明
した上で、
経
雅
の
説
に
肯定しつつ慎重な姿勢を示して
います。
皇
學
館
大
学
研究開発推進センター紀要
第
二
号
（
平
成
二
十
八
年
三月）
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そ
し
て
阪
本
広
太
郎
氏
も
『
神
宮
祭
祀
概
説
』（
神
宮
教
養
叢
書
第
七
集
・
昭
和
四
十
年
三
月
刊
）
で
皇
大御神の荒御魂であろうと述べておられます。
な
お太神宮式によると、
古
代
の
神
職
は
、
瀧
原
宮
・
瀧原竝宮とも内人二人
・
物
忌
・
物
忌
父各一人がおり、度会郡の人が任命され いました。これらの神職は、瀧原
宮
近
く
に
住
居
せ
ず
、
多
く
は
宮
川
下
流
域
に
住
ん
で
お
り
、
宿
直
（
十
五
日
毎
の
交
代
制
、
の
ち
十
日
毎
）
或
い
は
六
・
十
二
月
の
月
次
祭
と
九
月
の
神
嘗
祭
に
際
し
当
地
に
赴
い
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
三
節
祭
に
は
内
宮
の
ṙ
宜
（
ṙ
宜
一
員
の
平
安
時
代
の
中
頃
ま
で
は
大
内
人
）が
参
向
し、朝廷からの官幣を奉り祭祀を司っていました。二月の祈年祭には、当宮
の
神
職が官幣を奉っていました。二、御船殿
ま
た
当
宮
の
北
方
に
「
船
木
」な
る
地
が
あ
り
ま
す
が
、『神
武
天
皇
記
』に
み
え
る
「
伊
勢
船
木直」
、『住吉大社神代記』
の
船
木
等
本
記
に
みえる
「
伊い
西せ
国
船
木
」
に
います
「
伊い
勢せ
川つ
比ひ
古こ
乃の
命みこと
」
の
伝
承
と
深
い
関
係
を
有
す
る
地
と
考
え
ら
れ
ま
す。
『伊
勢
国
風
土
記
逸
文
』
にも、神武天皇朝に天日別命 熊野より伊勢に入り、在地の「伊勢津彦」を
追
放
する伝承がみえますが、これらを併せ考えると鎮座地は 大和朝廷成立史上
或
い
は
そ
れ
と
伊
勢
地
方
の
関
係
を
伝
え
る
諸
伝
承
と
密
接
に
つ
な
が
る
地
域
で
あ
り
ま
す。
神
代
記
に
船
木
の
遠
祖
・
大
田
田
神
が
造
作
す
る
船
二
艘
（
一
艘
は
木
作
り
、一
艘
は
石
作
り
）
を
以
て、後代の験
しるし
の
た
め
に、膽
い
駒こま
山やま
の
長
屋
王
の墓に石船を、白木坂の三枝王の墓
に
木
船を置いた記述が見られます。ここに登載さ る船は、航海する乗り物の船
の
こ
とではなく 棺を指しているのでしょう。この とから船木氏は木棺、石棺
の
製
作にも携わった氏族であったと思料致 ます
宮
地の殿舎のうち特に注目されるのは「御船殿」の存在です。儀式帳に「御船
殿
一
宇、長一丈五尺、弘四尺 高六尺」とあり、正徳六年の記には「桁行一丈六
尺
」
と伝わっています。守良は典略において「古へより此
宮
の御船代を納る御殿
な
る
べ
し
」と
述
べ
て
い
ま
す
。
御
船
代
は
御
形
（
正
体
・
御
霊
代
）
を
覆
う
御
樋
代
を
納
め
る
大
型
の容器ですが、御船殿は現行、正宮はじめ他の別宮及び摂末
社
に存在しま
せ
ん
。
内宮 御船代は古くはṙ宜館中の御倉である高倉殿に納めら
れ
ていたよう
で
す
。し
か
し
荒
木
田
（
藤
波
）氏
経
が
著
し
た
『寛
正
三
年
造
内
宮
記
』に
よ
る
と、寛
正
三
年
（
一
四
六
二
）
の
第
四
十
回
内
宮
遷
宮
の
頃
に
は
退
転
し
て
い
ま
し
た
。そ
の
後
正
遷
宮
が
中
絶
し、天
正
十
三
年（
一
五
八
五
）
に
百
二
十
四
年
ぶ
り
に
第
四
十
一
回
遷
宮
が
再
興
さ
れ
る
と
、荒木田二
註門
の
氏
寺
田宮寺に建てられた御船殿に送られることとなり、次
の
慶
長
十
四
年
（
一
六
〇
九
）の
第
四
十
二
回
遷
宮
も
こ
れ
に
倣
い、以
後
近
世
は
田
宮
寺
の
御
船
殿
に御船代を奉納するのが慣例となりました。瀧原の地でのお
宮
の信仰と規
模
で
言
えば、正宮並の御船殿が存在しても不思議ではありませんが
、
何故今日瀧
原
宮
に
だけ建物が伝わったのでしょう。
こ
の
ように御船殿は
代を納める倉と通常は考
え
られますし、守良が言及し
て
い
る
ように近世の神宮祠官もそれを支持してきましたが、
先
に紹介した
「船木」
の
地
名
に由来するのではないかという全く異な 見解もあります。
瀧
原宮の下流
約
六
キ
ロ
、
大
紀
町
三
瀬
川
の
地
、
宮
川
に
臨
む
断
崖
の
上
に
多
岐
原
神
社
が
鎮
座
し
ま
す。
近
年
ま
ではここ 熊野街道
・
宮
川
渡
河の
「三瀬の渡し」
が
ありました。つまり
「
御
船
殿
」
は古代以来の宮川の水上交通を象徴する のという説であり
ま
す。木棺の
製
作
を
生業とした船木氏が御船代を造作するの 至極当然のこと
あ
ったかもし
れ
ま
せ
ん。まだ調査の段階で解明には至りませんが、船木氏の存在
と
も関連させ
て
突
き
詰めれば興味深いものがあります。現在は切妻造板葺一宇
御
船倉が二十
年
に
一
度の式年遷宮で他の殿舎と一緒に造営されています。
三
、遷宮斎行 初出
記
録
の上で別 の遷宮の表記が認められる は、先程紹介した内
宮
第九回に相
当
す
る
斉
衡
二
年
（
八
五
五
）
で、月
讀
宮
と
伊
佐
奈
岐
宮
の
遷
宮
が
社
地
替
え
に
よ
っ
て
行
別
宮
遷
宮
の
歴史について（音羽）
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わ
れ
ました。続く内宮第十回の遷宮は九月十六日に斎行されましたが、
行
忠
の『
神
名
秘
書』により、その年に月讀宮と伊佐奈岐宮の遷御があったことが確認できま
す
。
そ
の
後
、別
宮
の
遷
宮
に
つ
い
て
は
文
献
上
百
数
十
年
記
載
は
見
ら
れ
ず
、『中
右
記
』
よ
り
嘉
保
二
年（
一
〇
九
五
・内
宮
第
二
十
二
回
）
内
宮
五
別
宮
の
遷
宮
が
執
り
行
わ
れ
た
と
い
う
こ
とだけが分かります。この場合の五別宮とは、荒祭宮・月讀宮・瀧原宮・伊
雜
宮
の四別宮を指すと思料され、もう一宮は瀧原竝宮か伊佐奈岐宮か不明です。
そ
の
次
の
記
録
は
『
建
久
元
年
内
宮
遷
宮
記
』で、建
久
元
年
（
一
一
九
〇
・
内
宮
第
二
十
七
回
）
十
二
月
に
荒
祭
宮
・
月
讀
宮
・
瀧
原
宮
・
瀧
原
竝
宮
の
四
別
宮
の
遷
御
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。
この時、意外にも「荒祭宮」の文字が文献上はじめて認められるのでありま
す
が
、これ以前の古史料に記載がない は、正宮にあわせて通常に正遷宮が執り
行
わ
れていたからであって、こ さら記録に留める必要性がなかったか であり
ま
し
ょう。四、中世の遷宮
中
世以降の記録に最初に登場するのは外宮の別宮で、
『類聚大補任』によると、
第
二
十
八
回
に
当
た
る
建
暦
元
年
（
一
二
一
一
）
十
二
月
十
八
日
に
月
夜
見
宮
が
斎
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
内
宮
も
第
二
十
九
回
に
当
た
る
安
貞
二
年
（
一
二
二
八
）に
は
荒
祭
宮
が
九
月
十
七
日、月讀宮と伊佐奈岐宮が十二月十九日、瀧原宮と瀧原竝 が十二月二十三
日
、
伊雜宮が翌二 四日に執り行われています。以後荒祭宮と伊雜 は鎌倉時代
の
史
料
に
い
く
つ
か
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
多
賀
宮
は
天
授
六
年
（
一
三
八
〇
）
第
三
十六回外宮遷御の儀が行われた二月八日の翌日 斎行された ですが、これ
が
初
見記事（
『康暦二年外宮遷宮記』
）
で
す。
正
応
六
年
（
一
二
九
三
）
三
月
二
十
日
に
太
政
官
符
が
下
さ
れ
、
異
国
降
伏
の
賞
と
し
て
両
宮
風
社に宮号が宣下されましたが 風日祈宮は『皇代記付年代記』によれば 明
徳
四
年
（
一
三
九
三
・
内
宮
第
三
十
七
回
に
相
当
）
九
月
二
十
三
日
に
遷
御
を
確
認
で
き
ま
す。
土
宮
に
つ
い
て
は
、応
永
三
十
年
（
一
四
二
三・外
宮
第
三
十
八
回
）
十
二
月
十
八
日
に
執
り
行
わ
れ
ま
した（
『外宮応永記』
）。
五
、式年造替の制の復興
荒
祭
宮の式年造替は中世後期以降退転中絶しましたが、
慶長十五年
（
一
六一〇
）
仮
殿
遷
宮
、
寛
永
八
年
（
一
六
三
一
）に
至
っ
て
式
年
造
替
の
制
に
復
し
ま
し
た。ま
た
多
賀
宮
は
南
北朝以降式年造替は行われなかったのですが、応仁以降高向
源
右衛門が私
力
を
尽
くして仮殿の造進に寄与し、
延徳二年
（
一
四九〇
）、
閏八月二十二日に竣功、
九
月
十
七日には仮殿遷宮が行われま た。またその五日後には土宮
の
仮殿遷宮も
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。以
後
、
多
賀
宮
は
大
永
元
年（
一
五
二
一
）
に
は
今
川
氏
親、天
文
十
七
年
（
一
五
四
八
）
に
は
松
木
備とも
彦ひこ
、
天
正
六
年
（
一
五
七
八
）
に
は
安
井
将
監
、同
十
九
年
浅
野
長
吉
等篤志家の寄進により殿舎の損傷を修繕しながら仮殿遷宮を
行
ってきまし
た
。
そ
し
て
德
川
幕
府
に
至
っ
て
寛
永
八
年（
一
六
三
一
）
に
正
遷
宮
が
斎
行
さ
れ
、式
年
造
替
の
制
が
漸
く
復
旧
し
ま
し
た
。
土
宮
に
つ
い
て
も
同
様
で、天
文
十
五
年
（一
五
四
六）及
び
天
正
五
年（
一
五
七
七
）
に
は
近
江
の
磯
野
丹
波
守
員
正、天
正
二
十
年
に
は
備
中
の
篤
志
家
の
寄
進によって仮殿で凌ぎ、寛永八年 正遷宮が復興されました
。
瀧
原
宮においては、鎌倉時代初期には宮地周辺は神宮 管領 離
れ
、神宮使も
容
易
に
入れず守護領となりま た。さら 南北朝時代や室町時代に
な
ると 北畠
配
下
の
武士などの神領横領や妨害で祭使参向はなくなり、藤波氏
う
じ経つ
ねの
尽瘁で執り
行
わ
れ
た
内
宮
第
四
十
回
遷
宮
と
同
年
に
斎
行
さ
れ
た
寛
正
三
年
（
一
四
六
二
）
の
正
遷
宮
以
降
式
年
は
中
絶
し
ま
し
た
。
し
か
し
慶
長
十
年（
一
六
〇
五
）
に
江
戸
幕
府
の
手
に
よ
り
大
板
葺
で
正
殿
が
造
営
さ
れ
、
寛
文
二
年
（
一
六
六
二
）に
は
萱
葺
屋
根
に
復
旧
し
ま
し
た
。ま
た
祭
使
の
参向が正保三年（
一
六四六
）
に復興されました。
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六、近世の遷宮
近
世
に
な
る
と
、
遷
御
以
外
の
別
宮
遷
宮
諸
祭
の
日
時
を
告
示
し
た
史
料
が
散
見
し
ま
す
。
慶
長
十
四
年
（
一
六
〇
九
）
の
両
宮
第
四
十
二
回
遷
宮
の
翌
年
、『宮
司
引
付
』
等
に
各
別
宮
の
木
造始祭の日時宣下の記載があります。江戸時代に入ると遷宮記や長官日記な
ど
に
より史料の内容もさらに充実してみられます。両宮第四十四回の時の慶安三
年
（
一
六
五
〇
）に
は
遷
御
の
他
、
洗
清
や
川
原
大
祓
の
記
録
も
認
め
ら
れ
ま
す。次
の
第
四
十
五
回
で
は
寛
文
八
年
（
一
六
六
八
）
に
各
別
宮
に
お
い
て
鎮
地
祭
・
立
柱
祭
・
上
棟
祭
な
ど
が
執
り
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
第
四
十
六
回
の
時
の
元
禄
三
年（
一
六
九
〇
）
で
は
、
御
戸
祭と御船代奉納式の記述も確認できます。
特
筆すべき記事は、
享
保
十
二
年
（
一
七
二
七
）
二月十五日山田奉行保科正純より、
宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）
の
第
四
十
七
回
遷
宮
の
残
材
を
以
て
瀧
原
宮
・
瀧
原
竝
宮
・
伊
雜
宮
の
御
用
材
に
充
て
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
瀧
原
宮
と
瀧
原
竝
宮
及
び
伊
雜
宮
は
、
貞
享
五
年
（
一
六
八
八
）
以
降
、
江
戸
期
に
お
い
て
は
両
正
宮
の
前
年
に
斎
行
さ
れ
ま
し
た。在
地
（
瀧
原
宮
は
野後、
伊
雜
宮
は
磯
部
）
の
神
人
等
の
勢
力
が
強く、
祭
祀
を
は
じ
めお宮の運営をめぐっ
て
神
宮
側
と
の
争
論
が
絶
え
ず
、
私
営
の
風
潮
を
世
に
知
ら
し
め
て
い
た
一
例
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
七、若宮神社
瀧
原宮の境内には、所管社若宮神社が鎮座しています。去る平成二 六年十一
月
八
日、当社も遷御の儀が斎行されました。
当
社
の
成
立
年
代
は
未
詳
で
す
が
、
井
面
忠
仲
が
建
久
三
年
（
一
一
九
二
）
に
著
し
た
『皇
太
神
宮年中行事』正月十一日旬 拝事に「 」の名が初見します。 部の学説
で
は
寛
正
五
年
（
一
四
六
四
）
に
長
官
（
一
ṙ
宜
）
で
あ
っ
た
藤
波
氏
経
が
補
訂
し
た
箇
所
と
の
指
摘もありますが、神宮文庫所蔵の写本の諸本と校合 ところ、忠仲の頃の
記
事
と判断して差し支えないかと思われます。遡って、少なくとも平安時代の後
期
に
はおまつりされていたといえましょう。
御
祭
神についても古来詳らかでありませんが、同書の氏経による
寛
正の加筆と
さ
れ
る
六
月
条
に
「
天
若
宮
」
と
表
記
さ
れ
て
お
り、古
老
の
言
い
伝
え
で
は「天
水
分
神」
と
の
説
があります。これは瀧原二宮を速秋津日子・速秋津日売二神
と
する一説に
基
づ
い
ています。当地 は宮川水系中流域の大内山川の支流頓登川
が
境内南に流
れ
て
い
ますが、この二神の御子神である天水分神をまつるという思
想
がいつとも
な
く
生
じたのでしょう。中川経雅 儀式解において、
そ
の点を示唆していますが、
守
良
は
典略で否定し
社
殿
は古くから瀧原宮の東に南面して建てられていたと思われ
す
。
（
註
）
中
臣
氏
の
祖
大
鹿
島
命
の
孫
天
見
通
命
を
祖
先
と
す
る
荒
木
田
氏
は
最
上
の
十
一
世
の
孫
石
敷
よ
り
、
一
門
佐
ṙ
麿、二
門
田
長
の
二
派
に
分
か
れ
た
。正
員
ṙ
宜
に
な
る
家
を
重
代
家
ま
た
は
神
宮
家
と
称
し
た。神
宮
家
は
一
門
で
薗
田
、井
面
、沢
田、二
門
で
世
木
、納
米
、藤
波
、
中
川
、
佐八などがあった。
第三
章
伊雜
宮の歴史
一
、古代の伊雜宮１
―
社
名
の
由来
―
命
世
記
に
よ
れ
ば
、
垂
仁
天
皇
の
御
代
、皇
大
神
宮（
内
宮
）御
鎮
座
の
後
、倭
姫
命
が
内
宮
の
供
御の御贄地を定めようとして志摩国を巡行されたことがもと
で
、伊佐波登
美
之
神
が
こ
の
地
に
豊
か
な
稲
を
奉
り
神
殿
を
造
営
し
た
と
伝
え
ま
す。
『古
事
記』に「島
の
速
贄
」（
志
摩
か
ら
朝廷に納められる初物の海産物
）
と
記
され、
『万葉集』
巻六に
「
御
食
つ
国
、
志
摩
の
海
人
な
ら
し
、
真
熊
野
の
小
船
に
乗
り
て
、沖
辺
漕
ぐ
見
む（
一
〇
三
三
）」
と
も
歌
わ
れ
て
い
る
（
聖
武
天
皇
が
天
平
十
二
年
〈
七
四
〇〉十
月
に
藤
原
広
嗣
の
乱
を
避
け
て
伊
勢
に
行
幸
の
際
、
供
奉
の
列
に
加
わ
っ
た
大
伴
家
持
が
詠
ん
だ
歌
）
よ
う
に、志
摩
国
は
風
向
麗
し
く
海
産
物
に富み、古来朝廷と神宮の 料を貢進した地です。
別
宮
遷
宮
の
歴史について（音羽）
― 93―
当
宮が文献の上に初めて現れるのは、
神亀六年
（
七
二
九
）
の
『志摩国輸庸帳』
（
正
倉
院
文
書
）
で
、
そ
れ
に
は
伊
勢
大
神
宮
の
神
戸
の
ほ
か
に
、
粟
嶋
神
戸
課
丁
五
人
、
伊
雜
神
戸
課
丁六人の庸
（
塩
）が
輸
さ
れ
ています。また
『
新
抄
格
勅
符
抄
』の
大
同
元年
（
八
〇
六
）
牒
に
は
、「粟
島
神
二
戸
」、「伊
雜
神
二
戸
」
と
み
え
て
い
ま
す
。
従
っ
て
神
亀
以
前
か
ら、
志
摩
国に伊雜・粟嶋二神 それぞれ個別に存在したとみられますが、伊雜神は内
宮
の
別
宮
と
し
て
儀
式
帳
に
「
伊
雜
宮
一
院
、（
中
略
）
称
太
神
遙
宮
、御
形
鏡
坐
」と
あ
り
、
太
神
宮式にも「伊雜宮一座、太 遙宮」とあるから、少なく も延暦以前から天
照
大
神の御魂をお祭りする大神宮所管の別宮 して位置付けられていました。
と
ころが神名 伊雜宮の名は見えず、志摩国式内大社として登載されるのは
「
粟
嶋
坐
伊
射
波
神
社
二
座
」
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
伊
雜
宮
を
式
内
社
伊
射
波
神
社
と
考
え
る
か否かについて説が分かれています。現在、鳥羽市安楽島町の伊射波神社を
式
内
社に比定する学説もあります。これは先の大同元年牒の記事より粟嶋神と伊
雜
神
は別神であり、
粟
嶋
神
こ
そ伊射波神社の起源であり、
粟
嶋
は
志
摩国の特定地、
安
楽
島
を
表
す
と
す
る
説
で
す
。『一
宮
巡
拝
記
』
を
纏
め
た
江
戸
前
期
の
神
道
家
橘
三
喜
を
は
じ
め
、
中
川
経
雅
、
薗
田
守
良
等
近
世
の
一
部
の
神
宮
祠
官
（
神
職
）は
こ
の
説
を
主
唱
し
て
い
ます。儀式帳に度会郡内の所管とし 荒前神社の名前がみられますので、平
安
初
期には二見にお祭りされていたことが分かります。また同帳には御祭神を国
生
神
の御子・荒前比売命としています。現在荒前神社は二見町松下の神
こう
前ざき
神
社
に
御
同
座されていますが、経雅は儀式解において荒前は阿良佐岐とよむべし。当社は志摩国答志郡安楽嶋の崎なる加夫良古明神なるべし
と
述
べたうえで当社坐す村を安楽嶋といふも、もとは荒前村なるべし。好字を用て荒を安楽とし、崎を嶋と転ぜし
と
考
証しています。
ま
た
守良も典略において
さ
て此船神は伊射波神に祈
る
を
もて俗に加布良胡と申し、本名は埋れたるな
る
べし。今も粟島に坐すと云、志摩国一宮といへば余神にあら
ざ
るべし。
と
解
説
しています。近世の神宮祠官は荒前神社の御祭神荒前比売命
は
安楽島の伊
射
波
神
社に加布良胡明神として祭られて るということ、そして伊
射
波神社は志
摩
国
一
の宮と言及しています。太古は不詳ですが、少なく も江戸
時
代には荒前
神
社
は
、安楽島の伊射波神社内に祭られていた 考えられます。な
お
守良の説に
よ
れ
ば
、加布良胡とは、新装の小船を海に揺らしながら浮かべると
き
に唱える文
言
の
よ
う
で
、
建
久
三
年
（一
一
九
二
）に
荒
木
田（井
面）忠
仲
が
著
し
た『皇
太
神
宮
年
中
行
事
』に既に表記されているので、平安後期以前に 加布良胡明
神
としてお祭
り
さ
れ
ていたのでしょう。しかし近代以降、荒前 社は儀式帳撰述
の
延暦当時の
度
会
郡
内の所管社として意義づけられ、二見の 前神社に合祀され
ま
したが、地
元
で
は
伊射波神社は現在も加夫良古明神 も呼
ば
れています。
一
方
粟嶋については、志摩という地名自体も粟嶋に由来するとし
て
、志摩国全
域
を
指
すとする説もあります。御巫清直をはじめ古来神宮関係者と
多
くの学者は
こ
の
説
を支持しています。殊に清直は『二宮管社沿革考』において
経
雅の説を否
定
し
て
います。
雑
事
記
宝
亀
四
年
（
七
七
三
）
十
月
十
三
日
条
に
志
摩
守
目
代
三
河
介
伴
良
雄
と
書
生
惣
判
官
代
酒
見文正が伊雑神戸の検田の為、伊雜宮近辺の猪鹿を射る事件
が
起こりまし
た
。
こ
の時宮人
（
社
人
）
が
制
止
を促しますが承諾せず事を起こしたので、
内
人
（
ṙ
宜
の
下
の
神
職
）等
が
本
宮
に
訴
え、さ
ら
に
宮
司
に
上
申
し
て
宮
司
の
解
文（
下
位
の
者
が
上
位
に
提
出
す
る
公
文
書
）に
よ
り
朝
廷
は
離
宮
院
に
お
い
て
良
雄
を
大
祓
に
科
し
ま
し
た。ま
た
延
長
五
年
（
九
二
七
）
九
月
条
に「伊
雜
宮
の
御
祭
料
、志
摩
国
例
進
の
幣
帛
並
び
に
御
調
種
々
の
御
贄
等
、
例
に
依
り
て
調
備
せ
し
め
ん
が
為
に
」（
原
漢
文
）
と
見
え
る
よ
う
に
、古
く
か
ら
志
摩
国
司
が
本
宮
の
祭
祀
に
関
与
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す。同
一
の
社
が
異
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な
っ
た名称で呼ばれるのは、神宮と国司とに両属する特殊な由緒を持っていたか
ら
で
ありましょう。神宮から提出した儀式帳及びそれをもとに作成されたとみら
れ
る
太神宮式と、国司の申告による神ᷫ官の官社帳をもとに作られた神名式とで
は
、
表
現
上
の
相
違
が
あ
り
う
る
と
い
う
立
場
で
い
え
ば
、
伊
雑
は
「イ
サ
ハ
（
伊
射
波
）」
と
訓
めること、 では早くから別 として位置付け「伊雜宮」 称し一座の
を
祭
っていたが、国司や神ᷫ官では他社と同様に「伊射波神 」と呼び、二座の
神
を
祭っていたと考えられるからです。
阪
本
広
太
郎
氏
は
『
神
宮
祭
祀
概
説
』（
神
宮
教
養
叢
書
第
七
集・神
宮
司
庁
・
昭
和
四
十
年
三
月
刊
）
に
お
い
て
、
延
喜
以
降、国
司
の
祭
祀
が
途
絶
え
て
神
宮
に
専
属
す
る
よ
う
に
な
り
、
一
方
の名称が全く焼失し 専ら伊雜宮、伊雜神戸の名で呼ばれるようになったこ
と
を
示唆されており、私もその説は妥当と判断しています。二、古代の伊雜宮
2
―
御
祭
神
―
志
摩
国
は
奈
良
時
代
以
前
か
ら
海
洋
部
族
と
し
て
有
名
な
磯
部
氏
族
の
根
拠
地
（
伊
雜
「い
ざ
は
」
の
地
名
も
恐
ら
く
は
磯
部
「
い
そ
べ
」
の
転
訛
で
あ
り
ま
し
ょ
う
）
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
料
す
れ
ば、粟嶋神も磯部氏が信仰した神でありました。往古この地方に粟嶋神が鎮
座
さ
れていたのでありますが、後にこの地が大神宮の神戸として発達するに及ん
で
、
さらにこの社に天照大神の御霊を鎮祭することになり、これを特に当時の地
名
に
よって伊雜神と呼んだのではないかと阪本氏は指摘されています。 伊雜
神
が
天照坐皇大御神御魂であります。
こ
のようにこの両神は早く神亀以前において 少なくとも奈良時代 前期には
朝
廷
より神領を寄進される程の地方 名社となったのでしょう。 はいつ頃より
神
宮
も祭祀の対象として祭るようになったのでしょうか。儀式帳 記載より、記
録
の
上では延暦以前、つまり平安時代草創期以前とまでは確証 きま 、冒頭
で
も
触
れ
ま
し
た
雑
事
記
に
よ
る
と
、
天
平
十
九
年
（
七
四
七
）九
月
十
六
日
に
第
四
回
内
宮
式
年
遷
宮が斎行され、その年の十二月
に「諸別宮遷し奉りて、廿年に一
度の御遷
宮
、
長
例
の
宣
旨
了
ん
ぬ
」（
原
漢
文
）と
の
一
文
が
あ
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
別
宮
に
つ
い
て
も
奈
良
時
代
に
は
二
十
年
に
一
度
の
式
年
遷
宮
が
制
度
化
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
理
解
で
き
ま
す
。
当
時
遷
宮
が
行
わ
れ
た
の
は
荒
祭
宮
と
高
宮
（
多
賀
宮
）
の
他
、命
世
記
の
御
鎮
座
伝
承
記
事
か
ら内宮の遙宮といわれる瀧原宮と伊雜宮でも執り行われたと
私
は考えてい
ま
す
。雑
事
記
に
、
白
雉
二
年（
六
五
一
）
九
月
、洪
水
の
難
に
よ
り
瀧
原
宮・伊
雜
宮
の
御
祭
は
便
宜の所での遙祀となり、官幣は後日に進納された記事が見ら
れ
ます。中川
経
雅
は
伊雜宮 創祀につき『大神宮儀式解』において
当
宮祭り定しは、世記に景行天皇御世と見ゆ。いかなるにや。
雑
事記、宝亀
二
年条、白雉二年九月、伊雜 神事大水によりて不参向と見
む
れば、白雉
よ
り前なることは著
と
言
及
し、守良も同意見を主張しています。この雑事記は辻善之助
氏
のように鎌
倉
初
期
の
編
纂
に
か
か
る
と
み
る
学
説
も
あ
り
ま
す
が
、
阪
本
氏
や
田
中
卓
氏（
「式
年
遷
宮
の
起
源
」〈『遷
宮
論
集
』・
神
社
本
庁・平
成
七
年
三
月
刊
〉）に
よ
り
宣
旨
・格・官
符
等
信
用
せ
ら
る
べ
き
史料を引用してある処から 古記文の大体は真面目なる記録
と
して取り扱
わ
れ
る
ことが紹介されています。従ってこの白雉二年の古記録は信
用
してよいも
の
と
私
は判断し、経雅が指摘するように伊雜宮 創祀は大和時代に
ま
で遡っ も
差
し
支
えないのではと思案致しま 。
こ
の
ように神名式に「粟嶋坐伊射波神社二座」とあるように本社
二
座の神は志
摩
国
司
の祭祀にも与っていたのです 、後には粟嶋神が主神 位置
か
ら下って相
殿
神
と
なり、遂にはその由緒も全く忘れら し ったと阪本氏は
指
摘されてい
ま
す
。
ま
た
『倭姫命世記』
『伊勢二所皇大神宮御鎮座伝記
』『神名秘書』等、中世の
豊
受
大
神
宮
（
外
宮
）
祠
官の神道書によれば、
相
殿神を天日別命ノ児、
玉
柱屋姫命
（
度
会
氏
の
祖神天柱屋姫命
）と
し
ています。これについて江戸後期の
内
宮ṙ宜荒木田
（
薗
別
宮
遷
宮
の
歴史について（音羽）
― 95―
田
）
守
良
は
『
神
宮
典
略
』
に
お
い
て
「
度
会
氏
人
は
か
に
か
く
に
己
が
祖
を
尊
き
も
の
に
せ
ん
と
巧に謀る中にも、此はいと恐き説也」と述べ、否定しています。三、中世の伊雜宮１
―
東
大
寺再建をめぐって
―
鎌
倉
時
代
の
編
集『吾
妻
鏡
』
に
よ
れ
ば
、
治
承
五
年
（
一
一
八
一
）一
月
十
九
日
に
熊
野
山
の
僧都湛増一味が源氏の蜂起に動揺して伊雜宮に濫入し、伊雜宮の殿舎を破壊
し
神
宝
を
略
奪
し
よ
う
と
企
て
ま
し
た
。
こ
の
と
き
内
宮
長
官
（
一
ṙ
宜
）
荒
木
田
成
長
は
い
ち
早
く御神体を内宮正宮に臨時奉遷致しました。この少し前の十二月
（
治
承
四
年
）
に
平
重衡が南都の興福寺や東大寺を焼き討ちする事件が発生 ておりました。こ
の
背
景には源平両氏 争いと熊野
・
伊
勢
と
の
信
仰
上
の対立があったと思われます。
こ
の長官成長は、鎌倉草創期に僧慶俊 筆録した『東大寺衆徒参詣伊勢大神宮
記
』
に
よ
れ
ば
、
文
治
二
年
（
一
一
八
六
）
四
月
に
後
白
河
法
皇
の
院
宣
を
奉
じ
て
東
大
寺
衆
徒
六
〇人が参宮した際、内宮において過分な馳走を振
る
舞
い
、大歓待をした人物
で
す
。同記によれば、二月中旬 東大寺大仏殿の再建事業を祈念するため伊勢に
参
詣
していた高僧重源に天照大神の夢告があり、それに従って東大寺僧が『大般
若
経
』を書写し、四月 外 内宮に参詣、供養・転読を行ったというものであ
り
ま
す
。
東
大
寺
僧
に
よ
る
集
団
参
詣
は
計
三
度
行
わ
れ、南
都
（
奈
良
の
お
寺
）
に
お
い
て
伊
勢
の神宮信仰が浮上する契機として重視されています。
同
記によれば、東大寺僧は文治二年四月二十五日に成覚寺に宿泊、翌二十六日
に
外
宮祠官の度会氏の氏寺、常明寺に移動 、大般若経供養と論議を行い、この
夜
に
外宮に参詣しました。そして二十七日に内宮 参詣し、内宮長官荒木田成長
の
創
建した天覚寺に宿泊、二十九日に大般若経供養と論議を行いました。外宮で
は
、
供養当日になって長官 光忠から度会氏の氏寺常明寺に移動するように伝
え
ら
れ、また参詣も夜蔭に紛れ、少々参詣できただけでありましたが、内宮では
長
官
成
長
が
自
ら
一
行
を
迎
え、僧らが一の鳥居で憚っていたところ、成長は中へ引
き
入
れ
参拝させています。また外宮での食事が、祭主大中臣能隆が
京
から送って
き
た
垸おう
飯ばん
（
饗
膳
）
五
具
を
分
配
し
て
い
た
の
に
対
し、内
宮
で
は
「美
膳
六
十
前」が
振
る
舞
わ
れ
たのでした。
何
故
神宮はこの参詣を受け容れたか、殊に内 は何故手厚い待
遇
をしたので
し
ょ
う
か。当時 天照大神と大日如来 る大仏との習合思想が唱え
ら
れた時代で
あ
り
、
日本仏教の中心とされる東 寺との結びつきを説く学説もあ
り
ますが、源
氏
と
の
関係を指摘した説
（
斎
木
涼子氏
「東大寺層の伊勢神宮参詣と中世的神仏習合」
〈特
別
展
図
録
『
頼
朝
と
重
源
―
東
大
寺
再
興
を
支
え
た
鎌
倉
と
奈
良
の
絆
―
』〉・奈
良
国
立
博
物
館
・平
成
二
十
四
年
七
月
刊）が
注
目
に
値
し
ま
す
。
平
氏
に
よ
っ
て
焼
き
討
ち
さ
れ
た
南
都
が
源
氏
の
手
厚
い保護を受けましたが、南都と関係を持つことで源氏との橋
渡
しとなり源
頼
朝
と
の絆が深まり、神領の寄進に期待したからか
も
しれません。
四
、中世の伊雜宮
2
―
神
宮
と
頼朝
―
神
宮
は鎌倉に幕府を置く源頼朝から多大な寄進を受け ことは早
く
から知られ
て
い
ま
すが、頼朝が伊豆で挙兵した当初から神宮と関係を持ってい
た
ことが考え
ら
れ
ま
す
。ま
た
外
宮
の
度
会
生
倫
が
鎌
倉
に
滞
在
す
る
な
ど
（
『吾
妻
鏡』養
和
元
年
〈一一八一〉十
月
二
十
日
条
等
）、神
宮
内
部
に
は
平
氏
の
眼
を
恐
れ
な
が
ら
も
密
か
に
頼
朝
を
支
援
し
、東
国の神領を確保しようという勢力があったことが主唱されてい
ます
（
上
横
手
雅
敬氏
「
頼
朝の宗教政策」
〈『権力と仏教の中世史
―
文
化
と政治的状況
―
」〉
法
蔵館
・
平
成
二
十一年
）。
『吾
妻
鏡
』
に
よ
れ
ば
、
頼
朝
は
武
蔵
国
大
河
土
御
厨
を
外
宮
に
、同
飯
倉
御
厨
を
内
宮
に
寄
進
す
るなど、
将
軍
の篤い崇敬心が見て取れます。なお同書文治三年
（
一
一八七
）
一
月
二
十日条によると、頼朝は弟義経追捕の祈願を大神宮にし、奉
納
品のうち神
馬
一
疋
を伊雜宮に贈っています。この頃より新たに開発された御厨
・
御薗等 神
領
を
他
勢
力
の
狼
藉侵犯から守る必要が生じ、伊雜御浦惣検校職が置かれて、こ
れ
皇
學
館
大
学
研究開発推進センター紀要
第
二
号
（
平
成
二
十
八
年
三月）
― 96―
に
的
矢氏が補され、伊雜宮の神事・公事にも預かるようになりました。しかし室
町
時
代以降、的矢氏の勢力も衰え、神宮の威力は衰微し、神領も九鬼氏に横領さ
れ
、
正宮に準じて行われてきた式年遷宮も中絶し、恒例の祭典にṙ宜が参向する
こ
と
も
絶
え
が
ち
に
な
り
、
伊
雜
宮
も
磯
部
七
郷
の
郷
民
の
手
に
よ
っ
て、慶
長
六
年
（
一
六
〇
一
）
寛
永
十
五年（
一
六
三
八
）
の
仮殿遷宮が行われました。
な
お式年遷宮斎行期日に関していえば 意外にも古い時代の記録はなく 安貞
二
年
（
一
二
二
八
）九
月
十
六
日
に
内
宮
第
二
十
九
回
遷
宮
が
執
り
行
わ
れ
た
そ
の
年
の
十
二
月
二
十
四
日
に
伊
雜
宮
で
斎
行
さ
れ
た
の
で
す
が
、
こ
れ
が
初
見
記
事
（
『安
貞
二
年
内
宮
遷
宮
記
』）と
な
っ
て
います。また
『
嘉
元
三
年
伊雜宮遷宮記』
に
よ
る
と
、文
永
三
年（
一二六六
）
九
月
十六日の内宮第三十一回 の前年三月十九日に斎行されていることが分か
り
ま
す
。
さ
ら
に
同
記
に
よ
れ
ば
、
嘉
元
二
年（
一
三
〇
四
）
十
二
月
二
十
二
日
斎
行
の
内
宮
第
三
十
三
回
遷
宮
の
翌
年
一
月
二
十
三
日
に
、『元
亨
三
年
伊
雜
宮
遷
宮
記
』
に
よ
れ
ば
、
元
亨
三
年
（
一
三
二
三
）九
月
十
六
日
斎
行
の
内
宮
第
三
十
四
回
遷
宮
の
同
年
十
二
月
二
十
四
日
に
執
り行われたことが理解できます。五、近世の伊雜宮１
―
磯
部
の神
じ
人にん
―
伊
雜
宮
に
も
御
師
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、旧
ṙ
宜
家『瀬
川
文
書
』
に
よ
れ
ば
、
遷
宮
費
調
達
の
た
め
磯
部
の
社
人
（
神
人
）
た
ち
が
諸
国
を
回
り
、
初
穂
料
を
募
っ
た
の
が
始
ま
り
と伝えられており、
明
応
（
一
四
九二～一五〇一
）
か
ら
慶
長
（
一五九六～一六一五
）
に
か
け檀那をもつに至りました。しかし伊雜宮の経営は苦しく、神人たちは神領
を
再
興するため鳥羽藩主九鬼・内藤氏からの返還を求めるべく ばしば上訴に及
び
ま
したが、殆ど黙殺されました。そこで磯部 神人は内宮ṙ宜に対抗 寛永十
年
（
一
六
三
三
）
以
来
神
訴
を
繰
り
返
し
、
伊
雜
宮
を
尊
貴
な
神
社
と
宣
伝
、
神
格
を
高
め
る
こ
と
に
よ
り
上
訴
を
有
利
に
導
こ
う
と
し
て
、「伊
雜
皇
大
神
宮
」
と
称
し
、
内
宮
・
外
宮
と
同
格
で伊勢三宮説を唱え
、中でも伊雜宮こそ天照大神を祭る日本最初の宮で、内
外
両
宮
は
伊
雜
宮
の
分
家
で
あ
る
と
主
張
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す。
『日
本
書
紀
』垂
仁
天
皇
二
十
五
年条にある
大
神の教の随に、其の祠
やし
ろを
伊
勢
国に立てたまふ。因りて斎宮を五十鈴の川上
に
興つ。是を磯宮と謂ふ（
原
漢
文
）
の
磯
宮
で
あ
り
、『伊
勢
二
所
皇
太
神
宮
御
鎮
座
伝
記
』に
あ
る
「
従
伊
勢
国
飯
野
高
宮
、遷
幸
于
伊
蘓
宮
」、『倭
姫
命
世
記
』
の
「従
飯
野
高
宮、遷
幸
于
伊
蘓
宮
」
の
伊
蘓
宮
で
あ
り、
内
宮
の
鎮座以前 あると力説し、内宮ははるかに川下にあると難癖
を
つけてきた
の
で
し
た。そ
の
根
拠
は
明
暦
四
年
（
一
六
五
八
）
に
著
さ
れ
た『伊
雜
宮
旧
記』や『旧
辞
大
成
経
』に
示
さ
れ
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
新
た
に
作
成
さ
れ
た
書
物
で
あ
り
ま
し
た。同
年
十
一
月
二日の朝廷からの綸旨・裁決によって伊雜 内宮の別宮で
祭
神も伊射波
富
美
命
と定められましたが、磯部の神人はこれを不満としていまし
た
。江戸中期
に
外
宮
権
ṙ
宜
喜
早
清
在
が
採
録
し
た『毎
事
問』に
よ
れ
ば、寛
文
二
年
（
一
六
六
二
）九
月
二
十
六日、伊雜宮式年遷宮の旧例と伊雜宮 の謀逆 調べるた
め
に、朝廷は
大
宮
司
大
中
臣
（
河
辺
）
精
長
と
内
宮
三
ṙ
宜
中
川
経
盛
、五
ṙ
宜
薗
田
守
清
を
は
じ
め、井
面
・
藤
波の神宮家、さらに浦田織部長次、山本采女末慶以下宇治会
合
年寄等を京
都
に
召
喚し、精長等は十月九日に京都に発足し、十一月二日に綸旨
を
以てご沙汰
を
賜
り
、ṙ宜と共に同月十 に帰還しました。 かし磯部の神人は
こ
れに屈せず
大
挙
し
て江戸に入り 寺社奉行井上河内守に訴えましたが、退けら
れ
たため、つ
い
に
四
月、将軍家綱の日光社参の途上直訴しました。しか 当然受
け
入れられる
訳
が
な
く、翌三年六月二十二日、主立った神人四七人が伊勢志摩両
国
から追放に
な
り
、
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）『旧
辞
大
成
経』の
破
却
と
関
係
者
の
流
刑
・追
放
が
命
じ
ら
れ
、
約五〇年に亘った騒動に終止符が打たれました。
六
、近世の伊雜宮
2
―
造
替
遷
宮
―
神
人
等によって行われてきた造替遷宮も、神宮の古儀復興
を精力的に進めた大
別
宮
遷
宮
の
歴史について（音羽）
― 97―
宮
司
精長の尽
じん
瘁すい
も
あ
り
、
寛文三年に先例に復しました。その伊雜宮の造替・宮人
補
任
の
争
論
に
関
す
る
経
緯
は
『
大
宮
司
精
長
引
付
』（
増
補
大
神
宮
叢
書
22『
二
宮
叢
典
後
篇
』
吉
川
弘
文
館
・平
成
二
十
六
年
九
月
刊
）
に
所
収
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
当
時
古
儀
の
詮
議
は
充
分
で
な
く、神人等による私営の余風を因襲して他の別宮と異なるところがありまし
た
。
神
宮
文
庫
に
伝
わ
る
享
保
十
三
年
（
一
七
二
八
）・
寛
延
元
年
（
一
七
四
八
）・
明
和
五
年
（
一
七
六
八
）・
天
明
八年
（
一
七
八
八
）・
文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）・
文
政
十一年
（
一八二八
）・
嘉
永
元
年
（
一八四八
）・
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
の
『
伊
雜
宮
御
飾
金
物
絵
図
帳』に
よ
れ
ば
（
※
い
ず
れ
の
遷
宮
も
両
正
宮
の
前
年
に
遷
御
の
儀
を
斎
行
）、
正
殿
に
高
欄
が
張
り
巡
ら
さ
れ、
内
外
両正宮に匹敵するほどの金銅飾金物が奉飾されていたことが分かります。し
か
し
明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）
度
遷
宮
か
ら
金
銅
飾
金
物
を
鉄
金
物
に
改
め
ら
れ
、造
替
年
期
も
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
度
よ
り
一
年
遅
ら
せ
本
宮
と
同
年
に
執
行
さ
れ
、昭
和
四
年（
一
九
二
九
）
度
の
第
五
十
八
回
遷
宮
に
及
び
ま
し
た
。
そ
し
て
戦
後
、
昭
和
二
十
八
年
（
一
九
五
三
）
の
第
五
十
九
回
遷
宮
に
よ
り
両
宮
の
一
年
後
に
斎
行
さ
れ、今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す。
儀
式
帳
に
「
志
摩
国
答
志
郡
伊
雜
村
に
在
り
、
大
神
宮
南
を
以
て
相
ひ
去
る
八
十
三
里
」、
太
神
宮式には「大神遙宮、志摩国答志郡に在り、大神宮南を去る八十三里」とあ
り
、
瀧原 については太神 式に「伊勢と志摩との境の山中、大 宮西を去 九
十
里
」（
い
ず
れ
も
原
漢
文
・
儀
式
帳
で
は
九
十
二
里
）
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
の
で、距
離
に
し
て
瀧
原
宮と伊雜宮は同じくらい 宮から離れた遙宮でありました。現在 宇治か
ら
島
路川沿いの逢坂峠を越える伊勢道路の短絡路を通れば、瀧原宮に比べ 伊雜
宮
は
半分くらいの距離の近いイメージがありますが、内宮からの交通は、古く今
日
の
鳥羽街道の迂回路線をとっていたと考えられ 。
『新任辨官抄』によれば、
内
宮
より徒歩 日 距離であったことが分か
ります。守良も典略において
鳥羽の地より加茂吾知（
五
知
）
村
に
出
、
是よ 磯部村に至る道あり
と
述
べています。
七
、佐美長神社１
―
御
鎮
座
の
由来
―
伊
雜
宮の南約八百メートルの地に鎮座し、大歳社または穂落社と
も
称えられま
す
。
命
世記によると、命が志摩国を巡行され、やがて鳥の鳴く声高
く
聞こえて夜
昼
止
ま
ないので、不思議なことだとお思い なり 大幡主命と舎人
紀
麻呂良に見
に
行
か
せると、葦原の中に一株の稲が生えており、根本は一本で穂
が
千穂にも分
か
れ
て
茂っていました。一羽の真名鶴 その穂 咥えて飛びな ら
鳴
いているの
を
発
見
し
、
こ
の
鶴
を
大
歳
神
（
五
穀
の
神
）と
崇
め
て、こ
の
地
に
お
祭
り
し
た
と
言
い
伝
え
ら
れ
ています。土地の人々は今も地主の神と崇め、地鎮・方除等
の
信仰があり
ま
す
。
なお同社の御前に小祠四社 佐美長御前 社 お祭りされて
い
ます。
な
お
真名鶴は古くは食用とされた記録もあり、松木時彦氏 『神
都
百物語』に
よ
れ
ば
、江戸幕府にお て将
軍
が
狩
猟した鶴を毎年八月下旬に朝廷へ献上してい
た
よ
う
で、真名鶴は将軍以外 何人も猟は厳禁されており、此を犯
し
た者は処罰
さ
れ
た
といいます。そうはいっても公然 した狩猟や飼養の禁令が
出
されていた
わ
け
で
はなく、妄りに制裁を加えることも困難であったらしく 各
国
郡の統治者
の
悩
み
の種で鶴殿敬遠主義をとって ました。それゆえ真名鶴は稀
少
価値の鳥と
は
い
え
ず、田畑 も見られる身近な鳥であ たのかもしれません。
さ
て
儀式帳には「佐美長神社」とあり、これが史料上の初見です
。
但し神宮文
庫
所
蔵
一
門
七
一
九
号
他
、
儀
式
帳
の
写
本
中
に
は「佐
美
良
神
社
」と
記
す
も
の
が
あ
り
、
中
川
経
雅の
『
大
神
宮儀式解』
や
薗田守良の
『神宮典略』
では
「
佐
美良神社」
をとっ
て
い
ま
す。そ
の
後
の
史
料
で
は
、『伊
雜
宮
遷
宮
記
』
所
引
の
康
永
三
年
（
一
三
四
四
）六
月
二
十
四日「伊雜宮御遷宮御装束御神宝等事」に儀式帳 ほぼ同文
の
記事がみら
れ
ま
す
。この康永三年 記事には、
儀
式帳の年中行
事
月行事と同じ
「佐美長神社」
と
み
え
ています。しかし儀式帳の記載は、伊雜宮記 の後に遷宮と
は
全く関係の
な
い
当
社
を
記
し
て
い
る
た
め
、一
部
の
学
説
で
は、延
暦
二
十
三
年
（
八
〇
四
）当
時
の
記
述
で
は
な
く、そ
の
後
の
追
記
と
み
な
し
て
い
ま
す
。も
し
後
世
の
加
筆
で
あ
る
と
す
れ
ば、
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康
永
以前の追記ということになりますが、真偽の程は定かでありません。また守
良
も
『
神宮典略』
で
太
神
宮
式
や
建久元年
（
一
一
九
〇
）
の
第
二十七回遷宮の記録
『
建
久
元
年内宮遷宮記』他遷宮記に社名が見られないので、社名、地名、祭神名のい
ず
れ
も不明としています。
現
存
す
る
殆
ど
の
史
料
で
は
「
大
歳
神
社
」
と
あ
り
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
に
旧
称
の
「
佐
美
長
神
社
」
に
復
さ
れ
る
ま
で
、
大
歳
神
社
と
称
さ
れ
て
き
ま
し
た。ま
た
近
世
に
は
大
歳
宮
と宮号を以て呼ばれ、穂落社（
宮
）
と
も
別称されていました。
大
歳神は、命世記に「彼の鶴の真の鳥を号づけて大歳神と称す。同処に祝い宛
て
奉
る
也」と
あ
る
も
の
で、
『安
貞
二
年
内
宮
遷
宮
記
』
に「次
に
坤
の
方
に
向
い
て
大
歳
御
社
を神拝し畢る」とあるのが、年紀をもつ現存史料の初見です。ただし命世記
で
は
、
伊
雜
宮
と同じ場所で祭ったとあるのに対して、
『安貞二年遷宮記』
で
は坤
（
南
西
）
の
方
に
向
か
っ
て
神
拝
（
遙
拝
）
し
た
と
、
つ
ま
り
方
角
的
に
現
在
地
に
比
定
で
き
る
場
所
を
示
唆
し
て
い
ま
す
。
同
遷
宮
記
は
安
貞
二
年
（
一
二
二
八
）
当
時
の
八
ṙ
宜
で
あ
っ
た
満
忠
神
主が作成した信憑性の高い記録ですので、少なくとも中世 頃には大歳神社
は
現
在地に鎮座していたといえま ょう。八、佐美長神社
2
―
大
歳
神
社
―
建
久
三
年（
一
一
九
二
）
に
荒
木
田
（
井
面
）
忠
仲
が
編
集
し
た
『
皇
太
神
宮
年
中
行
事
』
の
正
月十一日の旬神拝の条 「大歳御前」 あり、また六月二十五日の伊雜宮祭
の
条
に
「
次
又
大
歳拝」
さ
ら
に
翌二十六日早旦に
「
大
歳
御
前
に
参神拝」
と
あ
り
ま
す。
し
か
し
同
年
中
行
事
は
寛
正
五
年
（
一
四
六
四
）
に
荒
木
田
（
藤
波
）
氏
経
が
加
筆
し
た
室
町
中
期
の
行事が全体の所々に挿入されており、鎌倉初期の行事と室町中期の行事とを
文
章
中から識別する は極めて困難なことです。守良は鎌倉時代編集の『神 雑
例
集
』などに「大歳」の記録がみられない から、いずれも建久当時のもので
は
な
く、寛正の頃の行事であると指摘しています。慥かに六月の二つの記事は氏
経
の
改
補によるものでしょうが、神宮
文庫に伝わる写本を校合したとこ
ろ、書誌
学
的
観
点から正月十一日の旬神拝の記事は忠仲の当初の記録ではな
い
か、つまり
鎌
倉
初
期には
「
大
歳
神社」
の
社
名
が使用されていたのではないかと私は考えます。
ま
た
当社は神名式の志摩国答志郡条にみえる「同じき嶋に坐す神
乎
多乃御子神
社
」
に
相当するとする説があります。現在佐美長神社の北側に小字
「
小田」があ
り
、
社
名中の「乎多」 相応することから、この説は説得力があり
ま
しょう。恐
ら
く
、
志摩国側では同嶋坐 乎多乃御子神社と呼び、内宮側で 佐
美
長神社、地
元
神
人
た
ち
は
命
世
記
の
伝
承
に
従
い
大
歳
神
社
と
称
し
た
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う。
『磯
部
町
史
』
に
よると、儀式帳が大歳神 記さず、佐美長神社と記したこ
と
は、儀式帳
内
に
別
に
大
歳
神
社（
小
朝
熊
神
社
）
を
掲
出
し
て
お
り
、そ
の
混
乱
を
避
け
る
た
め
で、実
際
は
内
宮側神職も祭神名で称する地元 人の唱える社名に従ってい
っ
たものと解
説
し
て
います。
な
お
先程紹介しましたが、江戸初期には、地元の神人たちは伊雜
宮
を尊貴なら
し
め
よ
うとする中
（
こ
れ
を
寛文事件または延宝事件という
）
で
、
当社を高宮
・
飯井宮
・
飯
野
高
宮・猿田彦宮などと称 、荒 宮に偽そうとしたこともあり
ま
した。社格
は
神
名
式
で
は
小
社
で
あ
り
、
宝
暦
九
年
（
一
七
五
九
）
十
月
に
山
田
奉
行
水
野
甲
斐
守
仲
福
の
作
成
した『伊勢両宮別宮摂末社』では内宮末社とみえますが、現
在
では伊雜宮
の
所
管
社となっています。
御
祭
神は『倭姫命世記』に大歳神と記しています 一説によれ
ば
、天牟羅雲
命
の
神
裔玉柱屋姫命の子孫 佐波登美命及びその子孫の霊を当社及
び
御前社に奉
祀
す
る
とされます。磯部世古氏が所蔵する室町時代 古文書に当
の
御神体を御
前
社
に
奉遷する記事がみえることから、御前社も今日のような小祠
で
はなかった
と
も
い
われています。虎尾俊哉氏は「粟島神の御子 である神田の
土
地神とでも
い
う
べ
きか」と考証されています（
『延喜式上』集英社・平
成十二年五月刊
）。
当
社
はもと磯部郷民の私営でありましたが、寛文中 伊雜宮再興
の
時より公営
別
宮
遷
宮
の
歴史について（音羽）
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に
属
し、式年毎に造替のこととなりました。ただ御前社のみはこれに漏れ、明治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
以
後
、
当
社
の
造
替
並
び
に
御
前
社
の
修
繕
を
造
神
宮
使
庁
に
お
い
て
担
当することとなり、そして今日に至ります。九、伝説の伊雜宮連理樹
か
つて伊雜宮の宮域には「まが 楠」と「連理椿」と呼ばれ 伝説の名木があ
り
ま
し
た
。
承
応
三
年
（
一
六
五
四
）
八
月
二
十
八
日
付
で
時
の
祭
主
大
中
臣
（
河
辺
）
定
長
が
朝
廷に奏聞した
『
連
理
樹
奏聞状并勘例』
（
増
補
大
神
宮
叢
書
21『二宮叢典中篇』
所
収
・
吉
川
弘
文
館
・
平
成
二
十
六
年
一
月
刊
）に
よ
る
と
、「ま
が
り
楠
」
は
古
く
は
神
木
と
扱
わ
れ
て
い
た
ようで、北と南とに分かれていて、南の方の一本の枝がさらに四方八方幾重
に
も
広がり、地を這うよう 重なり合 、枝と枝と 囲みができ、枝葉を蔓延ら
せ
な
がら、先ではまた の枝の一本と接 し一木 して茂っている大楠でありま
し
た
。さらにこの大楠の側で二株 椿が空間で互いに接合し、 樹となった「連
理
椿
」も存在していました。
往
古
、
連
理
樹
が
吉
兆
と
さ
れ
た
風
習
は
、『延
喜
治
部
省
式
』
の
「
祥
瑞」の
段
に
「
木
連
理
」が下瑞である旨 記載されているこ から理解できます。この祥瑞連理
は
、
不思議なことに今はいずれも存在し せん。枯れてしまったのか、いつ絶え
た
の
か、また宮域のどの場所に立っていたのか不明であります。もし今も残って
い
た
ら、大変な話題を呼ん いたで ょう。第四章
風日祈宮
・風宮の歴史
一、風の神とは
風かざ
日ひの
祈みの
宮みや
は
皇
大
神
宮
（
内
宮
）
の
西
南
島
路
川
（
五
十
鈴
川
支
流
）
の
南
岸
に
在
っ
て
、
級し
長な
津つ
彦
命
ひこのみこと
・級
し
長な
戸と
辺べの
命みこと
男
女
二
神
を
奉
斎
す
る
お
宮
で
す
。
儀
式
帳
の「月
例
四
月
十
四
日
条」に「風神社」とあり、太神宮式にも
凡およ
そ毎年七月に、日祈
ひ
の
みの内
うち
人んど
、
風雨を祈り平
む
けんがために須
も
ちうるところの絹
四
丈（
中
略
）風神已上十座に各三尺（
原
漢文
）
と
見
え
ます。現行は内宮の別宮十所のうちの一宮であ
り、恒例祭並びに臨時祭の
官
幣
奉
納の儀は全て内宮に準じています。
そ
も
そも当宮の神系は養老四年（
七二〇
）
編纂の『日本書紀』に
伊
弉
諾
尊
、
伊
弉
冉
尊
と
共
に
大
八
洲
国
を
生
み
、し
か
る
後
に
伊
弉
諾
尊
曰
く、
「我
が
生む所の国は朝霧有りて薫満かな。すなわち吹撥の気化神と
な
す、号けて
級
長戸辺命と曰ふ。亦級長津彦命と曰ふ 是風神也（原漢文）
と
あ
っ
て、伊弉諾尊の御子神であり、風神 しての崇敬を受けてい
ま
した。神名
式
に
お
いては
平群郡の条下に
「
竜田坐天御柱国御柱神社二座
（
並
名神大月次新嘗
）」
と
見
え
ます。また奈良時代の行政法・民法である養老令を官撰にて
注
釈した『令
義
解
』
孟夏の条によれば、大和朝廷において風神は穀物の成熟をつ
か
さどる神徳
の
故
に
、広瀬神社と共に早くより天御柱神・国御柱 と称えて大和
の
平群郡の龍
田
神
社
に鎮祭されていました。その祭祀はいわゆる風神祭 して国
家
の常祀に列
せ
し
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
巻
八
の『延
喜
祝
詞
式
』「
竜
田
風
神
祭」に
よ
れ
ば、
荒
天
の
神、
暴風神的の神性が示されているため、
御み
か巫な
ぎ清き
よ勇た
け氏
は
『延喜式祝詞教本』
（
神
社
新
報
社
・
昭
和
三
十
四
年
四
月
刊
）で
級
長
津
彦
命
・級
長
戸
辺
命
と
は
別
の
神
で
あ
る
と
解
釈
さ
れています。
し
か
し江戸後期の内宮ṙ宜荒木田
（
中
川
）
経雅は
『大神宮儀式解』
において
「此
二
神
は
大
和
国
龍
田
に
祭
り
」
と
し
、「天
御
柱
国
御
柱
と
称
へ
奉
る
と
い
へ
り
」と
同
神
を
示
唆
し
ています。こ に呼応してか、阪本広太郎氏は『神宮祭祀概
説
』において
同
神
と
見なされています。
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二、風神社の創立
当
宮の創立の年代は神宮文庫に伝わる『元禄勘文』に「倭姫内親王祭祝」と載
せ
て
いるのみで 儀式帳及び太神宮式には創祀については伝えていませんが、儀
式
帳
によれば、平安草創期の延暦時代、既 内宮職掌人として日祈内人と笠縫内
人
が
いました。当時は四月十四日に笠縫内人が皇大神宮、荒祭宮をはじめ一四の
宮
社
に御簑と御笠を供進して風雨の順調を祈りました。また日祈内人が七月・八
月
の
両月 亘って朝夕日毎に祈申していました。七月一日には大
註１
神
宮
司の幣帛を
受
け
て内宮のṙ宜が日祈内人を率い 一日から三十日まで連 、朝に夕に風雨旱
魃
の
災いがないようにとお りす 神事が行われ、八月にも風雨の災禍なきよう
祈
願
を捧げたということが同書 見えています。そ 祭場はおそらくこの風神の
社
で
、二ヶ月、日祈 人は専ら級長津彦命と級長戸辺命 祀 掌ったのでしょ
う
。
また太神宮式によれば、
期
間が集約されて七月中の神事と限定さ
れ
ま
し
た
が、
風
雨
を祈願する十座の神の中に風神の名 載せられ
そ
して井面忠仲の『皇太 宮年中行事』 よれば、四月十四日の風日祈祭礼を
御
笠
神事と称しまし 。そして日祈内人の 事は、平安初期の二ヶ月間、同中期
の
一
ヶ月間から大幅に短縮となり、
七
月
四
日
の
一
日
のみの行事となっていました。
同
年
中
行
事
に
は
、
七
月
四
日
風
日
祈
の
神
態
と
し
て
柏かしわ
流ながし
神しん
事じ
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
柏
流神事は風神に豊饒を祈るお祭りで、昭和四 の第五十八回式年遷宮を迎え
て
出
版された『神宮要綱』風日 祭の条に又
中
世
以
来
こ
の
七
月
の
神
事
を
柏
流
と
称
す
る
こ
と
あ
り
。
度
会
行
忠
の
神
名
秘
書
に、柏葉を流し以て年の豊凶を卜せ と云ふも、其の縁由詳かならざるのみならず その行事一も史籍に徴すべきものなし
と
記
していますが、 初見は鎌倉初期編集の『皇太神宮年中行事』です。また
寛
保
二年（
一
七
四
二
）
に
外宮権ṙ宜度
わた
会らい
（
久く
志し
本もと
）
常つね
彰あきら
が
著
し
た
『
斎
居通』には
七月四日両宮共に風宮の神事あり、風雨静 して秋穀の豊 らんことを祈る
の
神
事
に
て
、
又
柏
流
の
神
事
と
も
云
ふ
、（
中
略
）
按
に
古
昔
は
柏
を
水
に
流
し、年
の
豊凶を占し事有しなるべし、今は無し
と
記
さ
れ、室町初期の記録『明徳記』に
三み
角つの
柏がしわ
の
盃
と
て（
中
略
）柏
葉
浪
の
上
に
刈
落
す。神
杯
に
成
る
べ
き
は
必
ず
浮
く
、
そ
の
器
に
当
ら
ざ
る
は
、
悉こと
ごとく
沈
て
水
屑
と
な
る
。そ
の
故
を
以
て
神
盃
を
占
ふ
な
り
。
こ
れを柏の神事と号す
と
あ
り
ます。儀式帳及び太神宮式には記載のない神事ですので、古
代
において執
り
行
わ
れていたか不明です。ちなみに薗田守良は典略において、吉
凶
を占うこの
神
事
が
、いつの頃から行われていたか、その例は知ら と言及し
て
います。鎌
倉
時
代
になって特殊神事として固定化し、
内
宮の風社で三角柏の葉を五十鈴
川（
現
在
の
島
路
川
）に
流
し
て
豊
凶
を
占
っ
て
い
た
が
（
『神
名
秘
書
』
に
よ
れ
ば
、
外
宮
で
も
風
神
社
の
柏
流
の記録を確認で
き
る
）、
近
世
の頃には絶えたのではないかと想像できます。
な
お
「風
日
祈
祭」の
名
は
、鎌
倉
初
期
の
編
集
と
さ
れ
る
『
神じ
ん宮ぐ
う雑ぞ
う例れ
い
集しゆう
』に
は
じ
め
て
登
場
します。鎌倉初期 風社の祭礼が神宮の年中行事 特
に
掲記される
わ
け
で
すから、中世に入って本社の神格が殊更高めら たといえま
し
ょう。さら
に
こ
の
時代において著しく風社の霊験説が広く世上に流布されて
本
社は単に風
雨
祈
願
の対象神 留まらず、大神宮 神威を代表的に顕し給う霊社
で
あるとの信
仰
が
一
般に認められるようになりました。それは前章で紹介 た『
東
大寺衆
し
ゆ徒と
参
詣
伊
勢
大神宮記』の内容から理解できることです。
三
、重源と東大寺衆徒
治
承
四
年
（
一
一
八
〇
）
十
二
月
二
十
八
日
、奈
良
の
東
大
寺
及
び
興
福
寺
は
、平
重
衡
率
い
る
平
家の軍勢の火攻めに遭い、諸堂舎の多くが灰
か
い燼じ
んに帰しました。歴史上知ら
れ
た
南
都の焼き討ちです。東 寺造営勧進の宣旨が俊乗房重源に下
さ
れ、神宮を
信
仰
し
て
い
た
重
源
を
願
主
と
し
て
文
治
二
年（
一
一
八
六
）
四
月、東
大
寺
の
僧
綱
以
下
別
宮
遷
宮
の
歴史について（音羽）
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六
〇
名が内外両宮を参拝し、大般若経の供養を盛大に営みました。東大寺衆徒は
都
合
三
度
参
宮
を
致
し
ま
す
が
、
三
度
目
の
建
久
六
年
（
一
一
九
五
）
四
月
十
七
日
に
外
宮
、
十
八
日に内宮で大仏殿供養の法楽（
神
に
対
し
て大般若経を転読する仏式の法要
）
が
営
ま
れ
ま
し
た
。
こ
の
と
き
聖
人
（
上
人
）
が
坐
禅
を
組
み
眠
っ
て
い
る
と
、
夢
の
中
に
止
ん
事
無
き
貴
女
が
現
れ
て
、
そ
の
貴
女
か
ら
水すい
精しよう
（
晶
）
の
紅
白
珠
二
顆
を
授
与
さ
れ
ま
し
た。
聖
人
が
誰
人
か
尋
ね
る
と
、「吾
は
風
宮
で
あ
る
」と
答
え
ま
し
た
。
夢
か
ら
覚
め
る
と
、
果
た
し
て
そ
の
二
つ
の
珠
が
袖
の
上
に
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
珠
は
「
火ひと
執りの
珠たま
」「水取珠
みずとりのたま
」
と
名
付
け
られました。赤珠である「火執珠」は瑪
め
瑙のう
、
白
珠
で
あ
る
「水取珠」は石英質
の
水
晶に間違いないでしょう。この二顆の宝珠により、重源は造寺の大願を成就
で
き
たようですが、
『伊
勢
市
史
』中世編によれば、通説を否定し、
「風宮」から宝
珠
を
授
か
っ
た
の
は
両
宮
の
法
楽
導
師
を
務
め
た
解げ
脱だつ
上
人
しようにん
貞
慶
じようけい
（
藤
原
通
憲
〈
信
西
〉の
孫。
奈
良
の
興
福
寺
で
法
相
宗
を
学
び
、
京
都
の
笠
置
寺
及
び
海
住
山
寺
で
供
養
導
師
な
ど
を
務
め
る
）
と
解
説
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
重
源
の
生
涯
の
事
蹟
を
記
し
た
建
仁
三
年
（
一
二
〇
三
）の
記
録
『
南
無
阿
弥
陀
仏
作
善
集
』
に
大
般
若
六
部
（内
宮
三
部
・
外
宮
三
部）を
三
度
供
養
し
た
と
い
う記録があります。これは重源生前の書物 あり、彼が大坂の狭山池を改修
し
た
翌年に恐らく弟子が纏めた記録でありましょう。ここに重源の治績として挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す。ま
た
『
吾
妻
鏡』建
久
六
年
（
一
一
九
五
）
三
月
十
二
日
条
の
東
大
寺
供
養
の
記
事
中
、
文
治
元
年（
一
一
八
五
）
八
月
十
八
日
の
回
想
も
み
ら
れ
、
上
人
が
風
社
の
神
か
ら
二顆の宝珠を授かります。前後の文意から重源上人と読み取れます。この時
そ
の
宝
珠
は
東
大
寺
の
重
宝
と
し
て
勅
封
蔵
（
現
在
の
正
倉
院
）
に
納
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。『吾
妻
鏡
』
と
『
東
大
寺
衆
徒
参
詣
伊
勢
大
神
宮
記
』
と
で
は
一
〇
年
の
差
異
が
あ
り、
一
三
世
紀
半
ば
以
降に編集された『吾妻鏡』に年次の混乱・誤記があった
と
考
えられますが、いずれにしろ以上三つの文献の内容から東大寺建立勧進の願
主
で
ある重源が「風宮」から直接授与されたと考える方が自然ではないかと思
ま
す
。
東
大
寺
の
再
建
に
は
源
頼
朝
が
大
檀
越
と
し
て
そ
の
事
業
に
合
力
し
て
い
ま
す
が、
『東
大
寺
衆
徒
参詣伊勢大神宮記』は風社の神威が発揚されたことを伝える
最
古の貴重史
料
で
す
。太神宮式に毎年七月の例祭が記載されているほど、霊験あ
ら
たかな風社
で
は
あ
り
ま
す
が
、
実
は
朝
廷
直
属
の
官
社
（
神
ᷫ
官
の
神
名
帳
に
記
載
さ
れ、国
家
か
ら
の
幣
帛
を
受
け
る
神
社
）
で
は
な
い
未
官
帳
の
社
格
で
あ
り
ま
し
た。し
か
し
同
参
詣
記
の
文
中
に
、
宮
号
を
受けていない社が「風宮」と記されているくらいですから、
古
代末から中
世
草
創
期にか 既に神宮所管の諸社 は抜きん出た待遇があった
こ
とが察せら
れ
ま
す
。それは『吾妻鏡』の次の文章からも窺い知れます。文治三
年
正月二十日
条
に
合
鹿
大
夫
光
生御使として、
太
神
宮に奉幣せん為伊勢国へ進発す、
神馬八匹
（
内
外
宮分各々二匹、風荒祭伊雜瀧原各々一匹
）
と
あ
り
、源
頼朝が大神宮に神馬八匹を献じたのですが、
そ
の時の宮社名の中に
「風」
と
あ
る
ので 内 の風社に奉ったものと先学は解しています。ただ
そ
の時の取次
人
は
度
会
光
生
と
い
う
外
宮
の
権
ṙ
宜
（
江
戸
後
期
に
足
代
弘
訓
等
に
よ
り
編
集
さ
れ
た『考
訂
度
会
系
図
』による
）
でありますので、外宮の風社を指しているかもしれません。
ち
な
み
に
平
安
後
期
か
ら
江
戸
初
期
に
か
け
て
外
宮
ṙ
宜
檜
垣
兵
庫
家
に
伝
わ
っ
た『鏑
かぶら
矢や
伊い
勢せ
宮みや
方がた
記き
』
によれば、
外宮の風社は朝明郡
（
現
在の四日市北部
）
に岩田御薗
（
七
月
四
日
の
風
日
祈
神
事
料
等
を
納
め
て
い
た
）
を
所
領
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
り、中
世
の
頃
に
は
遠
方
地にも外 の風社の信仰が広まっていたと考えられます。そ
の
意味では外
宮
の
風
社と見なす方が説得力があるかもしれません。
い
ず
れにしろ鎌倉幕府は、両正宮に序でわざ
わ
ざ荒祭・伊雜・瀧原 上に列し
て
風
社
の名を挙げていま 。荒祭宮以下の別宮と同列か、
い
や
むしろそれ以上に、
こ
れ
は
神馬を風神 捧げたことが注目される事例 あり、こういう
特
別の機能神
に
対
し
て、並々ならぬ崇敬があった、そ 一例といえましょう。
皇
學
館
大
学
研究開発推進センター紀要
第
二
号
（
平
成
二
十
八
年
三月）
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四、通海と叡尊
文
永・弘安年間に蒙古が襲来して、我が国開闢以来未曾有の国難に際し、朝廷
は
し
ば
し
ば
公
卿
勅
使
（
三
位
以
上
の
高
位
高
官
の
貴
族
）
を
神
宮
に
派
遣
さ
れ
、
祭註２
主
の
近
親
で
あ
る
京
都
醍
醐
寺
出
身
の
通
海
僧
正
も
ま
た
院
宣
を
奉
じ
て
伊
勢
に
下
り
、
法
楽
舎
（
現
在
の
内
宮
門
前
町
で
あ
る
、
お
は
ら
い
町
通
り
の
宇
治
中
之
切
町
に
あ
っ
た
）
に
お
い
て
御
祈
り
を
始
め
よ
うとしたのですが、その時に都合あって亀山上皇の院宣を手にしなかった
で
、
彼は正宮の御祈を始めることができず、風社に祈祷を捧げました。通海は大
神
宮
への祈願を特に風社 行った について 祭神級長戸辺命を以て伊勢の国
土
神
た
る
伊
勢
津
彦
神
（
『伊
勢
国
風
土
記
逸
文
』
に
よ
れ
ば、初
代
神
武
天
皇
朝
に
天
日
別
命
が
熊
野
よ
り
伊
勢
に
入
り
、
在
地
の
伊
勢
津
彦
命
が
恭
順
を
示
す
）
と
な
し
、
古
風
土
記
に
み
ら
れ
る
こ
の
神
の霊験を讃えて是知りぬ、風神を仰崇せられば、日月いよいよ照臨の光を添へ、国土安寧の名を伝む者歟
か
と
記
し、また今は輔
ほ
佐さ
の
神
と
し
て
内外の社壇を不離者也
と
し
て、風神を皇大御神の補佐神の位置にまで昂揚させ、風神に独断で祈請する
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
弘
安
四
年
（
一
二
八
一
）
六
月
に
は
亀
山
上
皇
の
院
公
卿
勅
使
が
派
遣され、宸筆の御願文が奉られ、祭主と共に神宮祠官も異国降伏の祈祷を致
し
ま
した。七月七日には、
内
宮
二
ṙ
宜
荒
木田
（
納
米
な
じ
め）
尚
良
、
外
宮二ṙ宜度会
（
檜垣
）
貞
尚
等十二人が起請の連署を以て 二宮の末社風社 宝殿が鳴動した奇異を上奏
致
し
ま
し
た
。
そ
し
て
閏
七
月
一
日
巽たつみ
方のかた
（
南
東
）
の
風
が
俄
に
起
こ
っ
て
海
上
鳴
動
し、
霊
光
かがやいて敵の大軍が、たちまち漂没するという奇蹟が現れました。通海は
『
太
神
宮
参
詣
記
』に
お
い
て
、
こ
の
奇
瑞
こ
そ
風
社
の
冥
助
に
他
な
ら
な
い
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。
ま
たハンセン病患者の救済に尽力したことで知られる西大寺 名僧思円房叡
えい
尊ぞん
も
三
度
神
宮
に
参
詣
し
て
い
ま
す
。『性
海
比
丘
之
日
記
』（
『西
大
寺
叡
尊
伝
記
集
成』所
収
）
に
よ
れ
ば、
そ
の三度目の参宮にあたる弘安三年
（
一二八〇
）
三
月十七日の未刻
（
午
後
一
時
～
三
時
）、
叡
尊
が
衆
徒
と
共
に
内
宮
を
参
詣
し
た
際、八
人
の
ṙ
宜
が
正
装
に
て
彼
等
を
出
迎
え
ま
し
た。正
宮
参
拝
後、続
い
て
風
社
（
原
文
に
は「風
宮
」と
あ
る
）を
参
拝
し
た
時
に
、
長
官
（
一
ṙ
宜
）
荒
木
田
（
家
田
）
延
季
が、こ
こ
「風
宮」で
上
人
と
心
穏
や
か
に
面
談
し
たいと申し出てきました。上人及び性海等高弟五名のみが残
る
と、一ṙ宜
と
八
ṙ
宜
荒
木
田
（
藤
波
）
氏
成
が
来
て
、鳥
居
前
で
談
話
と
な
り
ま
し
た。そ
こ
に
突
如、
侍
従
と
称
す
る
女
人
が
現
れ
ま
し
た。一
ṙ
宜
は、こ
の
女
人
は
卜ぼ
く筮ぜ
い（
う
ら
な
い
）
に
長
け
て
い
る
、もし不審なことがあれば尋ねてみられよ、と云いました。
上
人は、この
度
異
国
の難及び天下泰平・仏法繁昌を祈るために参宮したのである
が
、果たして
こ
れ
が
神慮に適って所願を成就することがで るか頗
すこぶ
る煩悶していると答えまし
た
。
す
る
と
女
人
は
神
懸
か
っ
て
、我
は
牟
山
神
で、君（
天
照
大
神
）
の
命
を
奉
じ
て
神
の
お
告
げ
をす 、と述べました。その内容は叡尊集団の国家鎮護の御
願
による法楽
を
心
か
ら喜ぶというものでした。一ṙ宜は感涙を禁じ得なかったと
い
います。ṙ
宜
連
中
が風社前で内宮随一 巫女を叡尊に引き合わせたのは、その
法
力を試す意
味
が
あ
っ
た
と
さ
れ
ま
す
が
（
『伊
勢
市
史』中
世
編
）、結
局
叡
尊
の
祈
願
は
神
慮
に
適
う
も
の
で
あ
ったこと 託宣によって証明され
さ
て
私がここで注目したいのは、中世 頃は風社前 は卜筮に長
け
た巫女がい
た
と
い
う
こ
と
で
す
。東
大
寺
の
重
源
に
紅
白
珠
を
授
け
た
止
ん
事
無
き
貴
女
は
風
宮
で
あ
る
、
と
先に解説しまし が、その正体は風神の神託を垂れる巫女で
あ
ったと考え
ら
れ
ま
す
。
鎌
倉
当
時
は
ま
だ
五
十
鈴
川
橋（
現
在
の
風
日
祈
宮
橋
）は
架
か
っ
て
お
ら
ず
、
五
十
鈴
川
（
現在の島路川
・『瑞垣』
第
二
一
九号の拙論
「五十鈴川の歴史について」
を
参照
）
に
置
き
石
を
列
べ
た
石
橋
を
渡
っ
て
風
社
を
行
き
来
（
『瑞
垣
』第
二
一
七
号
の
拙
論
「
風
日
祈
宮
の
歴
史
に
つ
い
て
」
を
参
照
）
し
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。近
代
に
至
る
ま
で
は、風
社
の
対
岸
に
物
忌
（
童
女
）
が
籠
も
る
子
良
館
が
あ
り
ま
し
た
。呪
術
を
有
し
た
巫
女
は
恐
ら
く
子
良
館
別
宮
遷
宮
の
歴史について（音羽）
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に
居
住した女性でありましょう。風社前において子良館の巫女が活動していたと
い
う
事実を知るうえにおいても貴重史料といえましょう。五、宮号宣言
通
海
が『太
神
宮
参
詣
記
』
を
著
し
た
の
は
、
弘
安
九
年
（
一
二
八
六
）
八
月
か
ら
翌
年
十
月
に
かけてのことであったと専門家は指摘し います この時点ではまだ通海自
身
が
宮号宣下されていないと文中に記しており、
宮
号を有してはいませんでした。
両
宮
の風社に宮号が宣下され、両宮多年に亘る宿願を果たし晴れて官社に列せら
れ
た
の
は
、
弘
安
の
役
か
ら
十
二
年
後
の
正
応
六
年
（
一
二
九
三
）
三
月
二
十
日
の
こ
と
で
あ
り
ま
した。両宮 の はいずれも
「
風
宮」
で
あ
り
ま
し
た
が
、
内
宮の風宮に至っ
て
は
、外宮と区別するため「風日祈宮」の名称がしばしば用いられるようになり
ま
し
た。
こ
の宮号によって神殿改造の議が起こり、その様式について神宮に勅問される
こ
と
が
あ
り
、
嘉
元
二
年（一
三
〇
四
）
の
第
三
十
三
回
内
宮
式
年
遷
宮
に
際
し
て
、
い
よ
い
よ
神
殿の
構
造
を
増
大
さ
せ
ることになりました。神宝と飾金物は伊雜宮に、御装束
は
伊
佐奈岐宮に準拠して、男女両親の御料が調進されました。
『皇代記付年代記』
に
よ
れ
ば
、
明
徳
四
年
（
一
三
九
三
）
に
遷
宮
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
確
認
で
き
ま
す
が
、
そ
の
後
は
式年造替の記録は見られず、
沙
門
乗
賢
がかつて御
み
裳も
濯すそ
川がわ
（
現
在の五十鈴川本流
）
に
大
橋
（
現
在
の
宇
治
橋
・『瑞
垣
』
第
二
一
三
号
拙
論
「
宇
治
の
大
橋
の
架
橋
に
つ
い
て
―
宇
治
橋
渡
始
式
の
変
遷
を
め
ぐ
っ
て
―
」
を
参
照
）
を
架
橋
し
た
縁
故
を
以
て
当
宮
の
再
興
を
計
画
し、
神
宮
及び公家の許可を得、衆庶の寄進を募集して神殿以下を造営し、文明十一年
（
一
四
七
九
）
九
月
二
十
三
日
に
仮殿遷宮を斎行
（
『風日祈宮遷宮次第行事』
）
致
し
ま
した。
そ
の
後
は
暫
く
文
献
に
記
載
は
見
ら
れ
ず
、近
世
に
入
り
、
慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）
六
月
の
仮
殿
遷宮（
『慶長三年内宮仮殿記』
）
を
経
て、同十七年に正遷宮（
近代に至るまでは式
年
遷
宮
を
こ
う
称
し
た
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
（
『孝
亮
宿
祢
日
次
記
』）。そ
し
て
寛
永
八
年
（
一
六
三
一
）八
月
（
『慶
安
二
年
内
宮
遷
宮
記
』）、慶
安
三
年（
一
六
五
〇
）九
月（
同
記
）、寛
文
十
年
（
一
六
七
〇
）
八
月（
『氏
富
記』
）と
正
遷
宮
が
斎
行
さ
れ
、以
後
両
正
宮
の
翌
年
に
式
年
遷
宮が執り行われるようになりました。
六
、外宮別 風宮
外
宮
別宮風宮は本 の域内、土宮の東に鎮座されます もと風社
と
称する末社
で
あ
っ
たことは前述しました。延暦二十三年
（
八
〇四
）
撰述の
『止由気宮儀式帳』
に
「
八
月の風を祈る幣帛の絹一丈五尺 木綿一斤、麻一斤」とあっ
て
、日祈行事
が
七
月
例には見られませんが、内 「八月の風雨を祈る」祭りに
対
応する神事
が
古
く
から行われていたことが分かります 両宮や別宮及び諸社を
対
象とした日
祈
行
事
は延暦以後 整備さ たのでしょう。
し
か
し外宮風の神のお社としての初見は神宮考証学の泰斗御巫清
直
著『二宮管
社
沿
革
考』に
引
用
さ
れ
て
い
る
『
長
徳
三
年
検
録
』（
九
九
七
）で
す。そ
こ
に
は
「風
社
在
高
宮
道
棒
本
」（風
社
は
高
〈
多
賀
〉
宮
の
道
の
杉
本
に
あ
り
）と
あ
り
、今
そ
の
杉
が
存
在
す
れ
ば
千
数百年の名木となり、話題を集め でしょうが、残念な
が
ら現在それ
ら
し
い
も
の
は
見
当
た
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
鎌
倉
末
期
に
度
会
（
村
松
）
家
行
が
著
し
た『類
聚
神
ᷫ
本
源
』に「神
宮
（
※
外
宮
正
宮
の
こ
と
）
の
南
、土
宮
の
東
に
あ
り
、但
し
南
向
き
に
坐
す
」（
原
漢
文
）
と
記
述
し
て
い
ま
す
か
ら
、
元
か
ら
外
宮
宮
域
内
の
現
在
地
に
鎮
座
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
鎌
倉
後
期
に
度
会
（
西
河
原
）
行
忠
が
著
し
た『古
老
口
実
伝』
に
は
「風
神
社
」
と
あ
っ
て、神
嘗
祭
に
は
懸
税
かけちから
の
稲
四
把
の
供
進
が
あ
り
、宮
号
宣
下
以
後
に
稲
が奉献されたこの例は注目に値します。
ま
た
『神宮雑例集』の年中行事に七月三日外宮日祈内人請幣の事
、
同四日、二
宮
風
日
祈祭の条に外宮の風宮祭直会の事等が見えるので、この頃に
至
り内宮と同
じ
く
風
神の祭祀が二 の年中行事にも編入され、且つ日祈内人の職
掌
人をも設け
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
内
宮
の
風
日
祈
宮
と
共
に
正
応
六
年
（
一
二
九
三
）三
月
に
宮
皇
學
館
大
学
研究開発推進センター紀要
第
二
号
（
平
成
二
十
八
年
三月）
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号
を
宣
下
さ
れ
、
序
で
嘉
元
二
年
（
一
三
〇
四
）の
遷
宮
で
社
殿
が
増
作
さ
れ
ま
し
た
（
『神
宮
典
略
』・『二
宮
管
社
沿
革
考
』）。
鎌
倉
末
期
か
ら
室
町
初
期
に
は
小お
殿どの
が
あ
り
、
神
殿
二
宇
が
並
立
し
ていました
（
『神
宮
要
綱
』）。『外宮応永記』
に
よ
れ
ば
、
応
永三十一年
（
一
四
二
四
）
に
正
遷宮が斎行されましたが、その後は久しく造替は行われませんでした。殊に
室
町
中
期
に
荒
木
田
（
藤
波
）
氏
経
が
著
し
た
『
氏
経
卿
引
付
』
享
徳
三
年
（
一
四
五
四
）七
月
二
十二日条に当宮西の棟持柱が顛倒し、壁板並びに板敷等が頽
たい
落らく
し
たことによ
り
、
御みし
正よう
体たい
（
御
神
体
）
を
調みつぎ
御のみ
倉くら
（
か
つ
て
は
、
現
在
の
御
酒
殿
の
近
辺
に
立
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る註３
）
に
奉
遷
し
ま
し
た
。
奇
し
く
も
前
月
に
は
内
宮
の
風
日
祈
宮
も
顛
倒
し
、
内
宮
ṙ
宜
が
解
状
を奉って速やかに造替を願い出てい のでありました。外宮のṙ宜は正殿御
屋
根
廻
り
上
部
の
千ち
木ぎ
・
鰹かつお
木ぎ
・
甍いらか
覆おおい
・
泥
障
あ
お
り板いた
等
の
頽
落
を
み
か
ね
、十
月
、
正
宮
に
併
せ
風
宮以下別宮造営の な執行 請願しました。
記
録
上
は
造
替
が
適
っ
た
の
か
不
明
で
す
が
、『外
宮
子
良
館
旧
記』に
よ
れ
ば
、
延
徳
二
年
（
一
四
九
〇
）
に
高
向
屋
二
頭
大
夫
の
私
財
献
納
に
よ
り
、
漸
く
仮
殿
を
造
進
し
ま
し
た
。
こ
の
時
御
正
体
を
御
政
印
御
倉
（
調
御
倉
の
別
称
）
よ
り
奉
遷
し
た
と
あ
り
ま
す
か
ら
、
三
十
八年間に及ぶ長い年月、調御倉に臨時御動座されたままで、風宮 大修繕も
行
わ
れ
な
い
状
態
に
据
え
置
か
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
天
文
七
年
（
一
五
三
八
）二
月
二
十
一
日
に
は
甲
斐
国
守
護
武
田
信
虎
の
寄
進
（
『司
家
之
旧
記
』『永
正
九
年
宮
司
引
付
』）、天
正
三
年
（
一
五
七
五
）
三
月
二
十
八
日
に
は
美
濃
国
稲
葉
某
の
費
用
献
進
（
『外
宮
遷
宮
近
例
』）
に
よ
り仮殿遷宮が斎行され、
慶
長
十
七
年
（
一
六一二
）
に
は
徳
川
幕府
（
『外宮召立文案』
）
に
よ
り式年造替が再興されました。
そ
して元寇から数えて六百四十 欧米諸国の東洋進出は再びこの島国を脅か
し
ま
した。一歩誤れば列強の植民地となりかねない
緊
迫
の
時
勢に際会して、はか
ら
ず
も想起されたのはこの風宮 ご神威であ ました。そこで朝廷では文久三年
（
一
八
六
三
）
五
月
、
皇
大
神
宮
別
宮
風
日
祈
宮
と
当
宮
に
十
七
日
間
の
御
祈
祷
を
捧
げ
ら
れ
ま
し
た。その御教書には、国内一和は神明の加護によってのみ実現され、それな
く
し
て
は国家の危機を乗り切ることはできない、という内容のもの
が
記されてい
ま
し
た
。六百年を隔てても、日本人の信念は一貫していることを理
解
できます。
（
註
１
）職
掌
は
、
ṙ
宜
以
下
の
神
職
を
統
率
し
て
神
宮
の
祭
祀
に
従
事
す
る
こ
と、及
び
神
宮
の
経
済
的
基
盤
で
あ
る
神
郡
・
神
領
・
神
戸
等
を
統
轄
す
る
こ
と
な
ど
で
あ
っ
た
。原
則
と
し
て、
朝
廷
が
任
命
す
る
律
令
の
官
人
（
令
外
の
官
）
で
、在
地
の
人
間
が
補
任
さ
れ
る
ṙ
宜
以
下
の
神
職
と
は
一
線
を
画
し
て
い
た
。
宮
司
で
あ
る
大
神
宮
司
は
奈
良
時
代
前
期
に
は
成
立
し
て
い
た
こ
と
が
立
証
さ
れ
て
い
る
。
任
期
は
六
年
で
、神
郡
内
の
国
司
の
関
与
を
排
除
し
、
租
税
の
検
収
権
も
手
中
に
お
さ
め
た
。政
務
は
雑
多
で
あ
っ
た
た
め
、
神
郡
全
体
に
及
ぶ
厖
大
な
案
件
を
処
理
す
る
こ
と
が
や
が
て
困
難
に
な
り、貞
観
十
二
年（
八
七
〇
）
に
一
員
が
加
え
ら
れ、大
神
宮
司
は
二
員
と
な
っ
た。し
か
し
両
者
が
対
等
な
関
係
で
は
政
務
が
か
え
っ
て
擁
滞
し
た
た
め
、元
慶
五
年
（
八
八
一
）に
は
大
司
（
大
宮
司
）・
少
司
（
少
宮
司
）
の
別
が
立
て
ら
れ
た。そ
れ
で
も
政
務
の
膨
張
に
大
司
・少
司
だ
け
で
は
対
応
で
き
な
く
な
り
、延
喜
二
年（九
〇
二
）に
権
大
司（
権
大
宮
司
）
が
設
置
さ
れ、宮
司
は
三
員
と
な
っ
た
。律
令
制
の
弛
緩
と
共
に
宮
司
の
三
員
制
も
排
除
さ
れ
、近
世
に
は
大
宮
司
一
員
が
任
命
さ
れ
る
に
留
ま
っ
た。
（
註
２）近
代
以
前
の
祭
主
は
神
宮
側
の
職
掌
で
は
な
く、宮
廷
の
官
人
で
、
公
家
が
務
め
た。祭
主
職
の
起
源
に
つ
い
て
は
、『太
神
宮
諸
雑
事
記』
（
平
安
後
期
に
選
録
さ
れ
た
荒
木
田
氏
の
家
伝
書
）
に
、
第
十
二
代
景
行
天
皇
三
年
（
七
三
）
に
祭
官
が
定
め
ら
れ
た
と
あ
り、平
安
末
期
か
ら
室
町
初
期
に
か
け
て
編
集
さ
れ
た『祭
主
補
任
』に
よ
れ
ば
、第
三
十
八
代
天
智
天
皇
（
称
制
六
六
二
・即
位
六
六
八
～
六
七
一
）
元
年
（
六
六
二
）
に
祭
官
を
改
め
祭
主
と
し
、中
臣
朝
臣
大
嶋
を
祭
主
に
補
任
し
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
る
。
こ
の
頃
は
ま
だ
官
職
名
で
は
な
く
神
宮
の
祭
儀
に
朝
使
と
し
て
参
向
す
る
斎いわい
主ぬ
し的
な
存
在
で
あ
っ
た
。朝
廷
の
官
職
に
定
め
ら
れ
る
の
は
それ以降のことと思われる。
な
お
「
祭
主」
は
、『養老令』
第
二
「
職し
き員い
ん
令りよう
」（
養
老二年／七一八
）
に
規定がない
「令
外
の
官
」
で
あ
る
が
、
大
中
臣
淵
魚
が
弘
仁
六
年
（
八
一
五
）
か
ら
承
和
九
年（
八
四
二
）ま
で
祭
主
職
に
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
こ
と
か
ら
（
『続
日
本
後
紀
』）、
平
安
初
頭
に
は
正
式
に
設
置
さ
れ
て
い
た
役
職
と
考
え
ら
れ
る
。
祭
主
は
神
ᷫ
官
に
本
官
を
も
つ
五
位
以
上
の
中
臣
（
大
中
臣
）
氏
が
補
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
時
代
が
下
る
に
従
い、こ
の
任
に
就
く
者
が
中
臣
氏
の
氏
長
者
と
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た。古
代
に
お
い
て
は
京
に
在
住
し
て
い
た
が
、
鎌
倉
か
ら
戦
国
時
代
に
か
け
て
は
戦
火
を
避
け
る
た
め
伊
勢
に
居
住
し
、伊
勢
と
京
と
を
往
来
し
て
い
た
。
戦
国
末
期
に
は
伊
勢
の
屋
敷
を
払
い
、京
に
戻
り
定
住
す
る。以
来
近
世の
間
は
、
お祭りのために京から参向した。
別
宮
遷
宮
の
歴史について（音羽）
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（
註
３
）
本
文
で
は
外
宮
の
調みつぎ
御のみ
倉くら
に
つ
い
て
解
説
し
た
が
、
内
宮
の
御
倉
は
古
代
に
四
宇
あ
り
、そ
の
う
ち
の
一
つ
が
調
御
倉
で
あ
っ
た
。
御
稲
御
倉
に
次
ぐ
第
二
の
御
倉
で
、
も
と
も
と
は
神
領
か
ら
調
進
さ
れ
た
絹
や
絁あしぎぬ
を
納
め
る
倉
で
あ
っ
た
の
で
、庸
御
倉
と
も
称
し
た
。
平
安
時
代
後
期
に
は
「
内
宮
政
印
」
の
公
印
や
御
鍵
等
を
保
管
し
た
倉
と
な
り
、
御
政
印
御
倉
と
も
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
鎌
倉
時
代
に
一
度
荒
廃
し
、
再
建
さ
れ
た
記
録
が
見
ら
れ
る
。
寛
正
三
年（
一
四
六
二
）
の
第
四
十
回
遷
宮
の
頃
ま
で
は
存
在
し
た
よ
う
だ
が
、
そ
れ
以
降
は
再
建されなくなった。
第五章
土宮の歴
史
一、土御祖社
外
宮第 別宮多賀宮の石壇を下りた所に土宮が鎮座します。正宮からは「中の
御
池
」（
宝
永
四
年
〈
一
七
〇
七
〉の
地
震
で
寸
断
さ
れ
た
池
）
を
隔
て
た
場
所
で
、
東
向
き
の
殿
舎
で
す。古くより東を向いて立っており、平安時代末期に南面にしようという議
論
が
朝廷内であったようですが、そ まま現在に至っています。
も
と
は
土
社
と
称
し
、
別
宮
の
列
に
は
加
え
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
延
暦
二
十
三
年
（
八
〇
四
）
撰
述
の『止
由
気
宮
儀
式
帳
』
に
は
所
管
神
社
の
内
に
さ
え
挙
げ
ら
れ
ず、延
長
五
年
（九
二
七
）
成
立
の
『
延
喜
式
』
の「太
神
宮
式
」
や
「
神
名
式
」に
も
記
載
さ
れ
て
い
な
い
ことを鑑みる 、上代においては極めてささやかな一小祠にすぎなかったの
で
あ
りましょう。それが昇格して別宮に列せられ、土宮と称せられることにな
た
の
は、ずっと下った平安末期のときなのです。しかし古来山田原の鎮守の神と
し
て
大宮地主神
（
大
土
乃
御
祖
神
）
を
奉
斎しており、
『止由気宮儀式帳』
に
「
宮
地神」
と
記
さ
れ
、
度
会
（
村
松
）
家
行
が
著
し
た『類
従
神
ᷫ
本
源』に
所
引
さ
れ
る
一
条
天
皇
の
長
徳
三
年（
九
九
七
）に
成
立
し
た
『
長
徳
検
録』に
始
め
て
豊
受
大
神
宮
所
属
の
田
社
三
三
前
の
一つに「土御祖社」の名称で登載されています。田社とは今日の末社に相当
し
ま
す。
『止
由
気
宮
儀
式
帳
』
に
六
月、十
二
月
の
月
次
祭
に
十
七
日
を
以
て
大
宮
地
神
に
由
貴
の
神酒一缶を供進することが見
え、その大宮地はまさしく本社
を
指すものと
思
わ
れ
ますので、
早
く
か
ら宮域内に奉祀されていたものであることが知られます。
さ
て
、未だ独立神社の形を具えなかった田社が別宮の宮号宣下を
受
けるという
の
は
破
格の二階級特進 ありました。何故田社が別宮となったのか
と
いうと、そ
の
理
由
は二つ考えられます。まず一つ目は、古くから正 の祭祀と
不
可分の関係
に
お
い
て行われていたからで、年中行事の最重儀である神嘗祭 六
月
・十二月月
次
祭
の
三
時
の
祭（
三
節
祭
）に
は、こ
の
宮
地
神
も
祀
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り、そ
の
祭
日
は
正
宮
に
序
で
別
宮
高
宮
（
多
賀
宮
）
と
同
日
に
行
わ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
り
ま
し
ょ
う。そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
の
理
由
は、洪
水
に
よ
る
宮
川
の
脅
威
と
い
う
事
実
も
あ
っ
た
か
ら
で
す。
土
御
祖
神
社
は
崇
徳
天
皇
の
大
治
三
年
（
一
一
二
八
）
六
月
五
日
に
度
会
川
（
現
在
の
宮
川
）
の
堤
防
守護 として別宮に昇格しました。また同年六月十日には、
豊
受大神宮の
所
管
に
属する摂社志止見社と大河内社、末社
の打懸社の三社に同時に従四位
下の
神
階
が
奉
ら
れ
ま
し
た。こ
の
三
社
と
も
に
当
時
の
度
会
郡
沼
木
郷
山
幡
村
（
今
の
伊
勢
市
辻
久
留
町
）
に鎮座していますが、
こ
こは高倉山の西側で宮川の東岸になりますから、
土
御
祖
社とともに洪水防護、宮河堤の守護をこめられた であった
こ
とが『類従
神
ᷫ
本
源』によって理解できます。
二
、宮川の洪水
宮
川
は度会川または豊宮川 呼ばれ、鎌倉時代初期の編集とさ
れ
る『神宮雑
例
集
』
に
所
載
さ
れ
る
延
長
四
年
（
九
二
六
）
四
月
十
一
日
の
神
ᷫ
官
符
に
よ
る
と
、
遠
四
至
に
東
は赤峯并に樋手の淵を限り、南は宮山を限り、西は粟尾 岡
并
山幡の淵を
限
り、北は宮河を限る（
原
漢
文
）
と
あ
り
、「北
は
宮
河
を
限
る
」
と
載
せ
て
い
ま
す
。
御
薗
方
面
の
高た
か向ぶ
く・
長
屋
・
王
中
島
付
近
に
旧
河
道の痕跡がはっきりと残されており、近年の研究では中世後
期
頃までこの
付
近
に
宮川の支流である 宮川が流れていたといわれています。北
限
は現在の御
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薗
地
域よりも内が領域であったのでありましょう。久志本常彰は『神民須知』で此宮川古ハ外宮ノ北ニ流レ、今ハ西ヨリ乾方ニ流ルヽ也
と
述
べています。須知の記述は、宮川堤 改修、河川の整備等により支流の流水
が
絶
えたりして、水脈が変わったことを意味しています。
伊
勢市域を流れる河 には、外城田川・ ・勢田川・五十鈴川など水量の豊
富
な
河川が多く存在 ますが、古来神都のまちは洪水による河川の氾濫に悩まさ
れ
、
住民の生活に甚大な被害を及ぼしていました。殊に外宮の門前町 山田とそ
の
周
辺地域は宮 の氾濫原に位置し、しばしば洪水に見舞われていました 宮
の
治
水の歴史は非常に古く、今日は一条の水流にな て伊勢市街の西を流れてい
ま
す
が、往古は伊勢市 南方上流におい 水脈が数条に分岐し、宮川 本流から
別
れ
た支流が幾筋も東に向かって流れていたと思われます。現在の市街の大半は
そ
の
流域に属し 洪水のある度に少なからず宮域にも被害
が
及びました。
そ
こ
で
正
保
元
年
（
一
六
四
四
）
八
月
二
十
八
日
の
大
洪
水
に
よ
る
堤
決
壊
の
後
、
山
田
奉
行
石
川
大
隅
守
正
次
が
幕
府
か
ら
の
巨
額
の
経
費
を
得
て
（
同
三
年
）、外
宮
祠
官
の
榎
倉
・
喜
多
二氏により再補修が加えられ
「
大
堤
」と
な
り（
同
四
年
四
月
）、貞
享二年
（
一
六
八
五
）
の
大
堤の上方 「棒堤」を築くことで大洪水のための決壊の危機を免れるに至り
ま
し
た。
な
お雑例集の西
「
山
幡
の
淵
を
限
り
」と
は
、度
会（
西
河
原
）行
忠が弘安八年
（
一
二八五
）
に
撰
述
し
た
『
伊
勢
二
所
太
神
宮
神
名
秘
書
』（
以
下
神
名
秘
書
と
表
記
）
に
、
志
等
美・大
河
内
二
社
は
沼
木
郷
山
幡
村
に
あ
る
と
見
え
、
江
戸
中
期
に
加
藤
（
秦
）
忠
告
が
執
筆
し
た
『
宮
川
夜
話草』にも寛文摂社再興ニ、宮川ノ辺ナル矢幡ト言フ岡ニ建テ玉フ、打懸社ヲ加エテ三社座ス
と
あ
り、
西
限
の
境
も
宮川より内の右岸と考えられ、
西
北
の境は宮川本流
（
度
会
川
）
と
支
流（
北
宮
川
）
で
あ
っ
たと思われます。
三
、宮号宣下と御祭神
以
上
述べましたように平安後期の頃は度会川
出
水の被害は絶えず、その度に地
主
神
た
る当宮に冥護を祈られていたのですが、神宮の解状に基づき
朝
廷内でも仗
議
が
重
ね
ら
れ
、
も
と
五
尺
許
で
あ
っ
た
殿
舎
が
、
宮
号
宣
下
後
七
年
を
経
た、保
延
元
年
（
一
一
三
五
）に
造
宮
使
の
責
任
下
増
大
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た。同
時
に
従
来
鉄
製
の
御
金
物
を
金
銅
に
改
め
、
御
装
束
も
高
宮
（
多
賀
宮
）に
準
拠
し
て
調
進
さ
れ
ま
し
た。ま
た
造
営
に
際し南面としてはどうかと諮られもしたようですが、原初の
ま
ま前例踏襲
と
な
り
ました。本件については後ほど詳 く解説します。
と
こ
ろ
で、宮
号
宣
下
に
つ
い
て
記
述
し
た
文
献
を
紹
介
し
ま
す
と
、度
会（
西
河
原
）行
忠
の
『
神名秘書』に
土
宮三座
太神宮の南、多賀宮の山の麓にあり、
大治三年六月五日官符、社 改めて宮と称し、月次・神嘗・
祈
年の祭の幣
に預るなり、是れ宮河
堤
守
護
の為なり
と
見
え
、また『類従神ᷫ本源』に引用する「社記」には、
大
治三年六月五日、 号宣下、度会河の堤の守護の為なり
と
記
さ
れています。これに関
し
て
は
特に問題視する点はありませんが、次に注意
す
べ
き
点をお伝えします。現今土 の御祭神は大土御祖神一座を奉
祀
しているに
拘
わ
ら
ず、神道五部書中の『御鎮座伝記』に
山
田原地主大土御祖神二座大年の神の子、宇賀之御魂神一座、素戔嗚尊の子 土乃御祖
神
一座、亦衢
神大田命、 寶石の寶
形
一
面
座す、是れ神財なり
と
記
し
、『御鎮座本紀』に
素
戔嗚尊の孫、 土祖一座 衢神大田命一 、宇賀魂大年 一
座
、山田原の
地
護神と定め祝ひ祭るなり、大土祖は霊、鏡に坐す、大 命は霊 銘石に坐す、宇賀魂は
霊
、瑠璃壺に
別
宮
遷
宮
の
歴史について（音羽）
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坐
す
な
り
と
あ
り、
『倭姫命世記』には
土御祖神二座
宇
ᷟ
之
魂
神
、
土
乃
御祖神、形鏡に坐し、寶瓶に座す
と
あ
り、さらに『神名秘書』には、
「大年神・宇ᷟ魂神・土御祖神の三座を祀る」
と
し
ていることであります。文献 よって神名が異なりますが、複数の御祭神を
奉
祀
しているということで共通しています。四、地主神
さ
て喜早清在は『毎事問』において問、山田原地主土祖神ハ外宮ノ別宮ニ祭リ、宇治ノ地主神ハ猿田彦神ヲ内宮ニ於テ殿舎モ無ハ何ゾヤ、答、土宮ヲ地主神ト云ハ山田原ニ限ラズ都テ土地神ナリ、然ニ ト云字ヲ上ニ懸ルハ大治三年度会川堤守護ノ為ニ宮号宣下アリシ故ナリ 又猿田彦ヲ宇治地主ノ神ト云ハ全ク宇治ノミ ノ神ナリ、共ニ地主ト称スレド 義理格別ノ事ナリ、対シテ論ズベカラズ
と
土
宮は山田原の 神に留まらず全ての 地 を表すのに対し、猿田彦神は宇
治
の
み
の
地
主
神
と
言
及
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て『毎
事
問
失
考』
（
作
者
は
恐
ら
く
久
志
本常彰であろう
）
で
は
此答甚非也、猿田彦神ハ宇治ノ土公ト云ニツキテ宇治 ミノ土 思ヘルニヤ、伝記ニ、猿田彦大神吾是天下之 君也、ト曰ルヲ不考シテ、妾ニ答ルト聞エタリ
と
清
在の説が否定されています。なお薗田守良は
『
神
宮
典略』
において、
この
『
御
鎮
座
伝記』 記述を受けて山田原地主とは、大国玉神と宮地の霊と二 に云如くおぼゆ
と
全
く別説を打ち立てています。さらに阪本広太郎氏も『神宮祭祀概説』におい
て
次
の
ように論及されています。
地
主神は宮域内に鎮祭することは両宮を通じての式典であり、
又
それが神宮
祭
祀の上に軽からぬ位置を占めつつあることに由って、上代人
の
地主神に対
す
る思想 一端を此 窺ふことが出来ると思ふ ともに、又こ
の
思想が基礎
と
なって、次 鎮守神の思想 移行 ものではないかと考ふ
る
のでありま
す
。而
し
て
当
宮
の
祭
神
は
前
述
の
如
く
現
在
も
大
土
乃
御
祖
神
一
座
と
な
っ
て
居
り、
普
通
に
こ
の
神
を
以
て
古
事
記
に
見
ゆ
る
土
之
御
祖
神（
大
土
神
）即
ち
素
戔
嗚
尊
の
神
裔
神
と
解
し
て
居
る
の
で
あ
る
が
（
神
宮
大
綱
等
）、
し
か
果
し
て
こ
れ
が
上
代
か
ら
の
地
主
神であるか何うかに就 はなほ研究の余地がある 思ふ。但
し
この解釈は
相
当古くから行われたと見え 度会行忠 「神名秘書」に、
本
社の祭神を
三
座として、この神の外に、同じく素戔嗚尊の 裔なる大年神
、
宇ᷟ魂神を
配
して居るから ゝ 解釈は早く鎌倉時代から外宮の 道学
者
の間に行わ
れ
たことが知らるゝの が、し し之は普通名詞と思はる
ゝ
神名又は社
名
を以て、直に古典に見ゆる 名に宛てはめやうとするも で
、
例へば国魂
神
を以て出雲神系の大国玉に配することゝ同様 、其処に無理
が
あるやうに
思
はれる。
（
中
略
）
内
宮にもその摂社に、
其地方の地主神を祀った大土社
（
大
土
御
祖
神
社
、
神
名
帳
）が
あ
っ
た
、そ
の
祭
神
は
儀
式
帳
に
国
生
神
の
神
裔
神
を
祀
る
こ
とを伝えて居り、又内宮宮域 地主神たる興玉神もこの地域
に
限定する国
玉
神を祀るものと考へ
らるゝ処から、本社の神
も
、必ずしも出雲神系の神と
見
るべきでなく、即ち山田原の国魂 であって、従って同じく
外
宮の摂社に
し
て山田原に鎮座せらるる度会大国玉比売神社や度会国御 社
等
と同一神系
の
神と見るべきものであると思ふ。
と
こ
ろで、
末社から一躍して別宮
に
昇
格
されたのは三座の中の土御祖神
であり、
他
の
神
に
は
及
ば
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
大
年
神
と
宇
ᷟ
魂
神
は
素
戔
嗚
尊
の
神
裔
で
あ
り
、
鎌
倉時代の外宮祠官の間に大宮地主神を古典に見られる神名に
あ
てはめよう
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と
す
る思想から複数神が祀られたのではないかと考えられます。土御祖神は大年
神
と
天知ᷟ流美豆比売との間の御子神で、中世伊勢神道では山田原の地主神とし
て
の
信仰崇敬が篤く複数神奉祀したのでしょうが、朝廷ではあくまで大宮
と
し
て土御祖神を別宮の祭神とされた でしょう。今日も別宮土宮 大土乃御祖
神
一
座として拝しています。
な
お守良は『神宮典略』において神名式、河内国丹比郡狭山堤神社ませり。此はいはゆる狭山池の堤を防護の為に宮社の御制有りとおぶゆれば、此土宮 同じ例なり
と
言
及しています。狭山堤神社は近隣の狭山神社と共に『延喜神名式』に登載さ
れ
る
式内社ですが、飛鳥時代の推古天皇の御代に築造されたといわれており、建
仁
二
年
（
一
二
〇
二
）
に
俊
乗
房
重
源
の
手
に
よ
り
狭
山
池
は
改
修
さ
れ、さ
ら
に
慶
長
十
三
年
（
一
六
〇
八
）
に
片
桐
且
元
に
よ
り
堤
が
修
築
さ
れ
ま
す
。
狭
山
堤
神
社
は
『
古
事
記
』
に
よ
れ
ば
第
十
一
代
垂
仁
天
皇
の
御
子
で
あ
る
印いに
色しき
入い
り日
子
ひこの
命みこと
（
『日
本
書
紀
』
で
は
五
十
瓊
敷
入
彦
命
）
を
御
祭
神
と
し
ま
す
。
地
主
神
と
は
直
結
し
ま
せ
ん
が
、
堤
防
護
の
神
を
祀
る
と
い
う
観
点
で、守良は大土乃御祖神と同じ立場であると考えたのでしょう。守良の思想
的
背
景として阪本氏同様大土乃御祖神は出雲神系の国津神としての固定観念は無
い
よ
うに思われます。五、東向きの殿舎
殿
舎はもと五尺許であったのが、神宮の解状に基づき議論が重ねられ、宮号宣
下
後
六
年
を
経
て
保
延
元
年
（
一
一
三
五
）
に
造
宮
使
に
命
じ
て
増
大
さ
れ
、
同
時
に
従
来
鉄
製
の
御金物を金銅に改め、御装束も多賀宮に準拠して調進されました。金銅飾金
物
を
奉飾していたことは『応永二十六年送官符』に見えますが、近世の頃には絶
え
て
いたことが分かります。また
『
神
境
紀
談
』
に
は
次のような記述が見られます。
土宮の北に地護宮と称する小祠があり、何れの神をお祀り いるのかは不
明
で
あ
る
が、旧
は
高
倉
山
の
奥
に
在
っ
た
の
を
慶
長
十
九
年
（
一
六
一
四
）
に
御
炊
物
忌
父
度
会
重
正が再興して今の所に移し作った、地護の神徳を崇め祭って別
に
小
祠を建てた、兒宮と称するのは和訓の表現による誤りである
と
の
内
容が記され います。山田原の地護の神という信仰が、いつ
し
か児の神と
も
さ
れ
たために、土宮のほかに小児の守護神を祀る祠を設けて民間
信
仰に応答し
た
も
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う。寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
に
蔀
関
月
が
著
し
た『伊
勢
参
宮
名
所
図
会
』
にも図示されているのを確認できますが、明治維新でこの祠
は
廃止されま
し
た
。
土
宮
は東向きの宮 あり、別宮昇格によってこの宮 殿舎を他
別
宮に準じて
大
拡
張
す
べ
き
や
否
や、ま
た
こ
の
度
の
造
替
に
あ
た
っ
て
南
面
に
変
更
す
る
か
ど
う
か
と
、
か
れ
こ
れ
評
議
し
た
当
時
の
閣
議
の
状
況
は『長
秋
記
』長
承
三
年
（
一
一
三
四
）六
月
二
十
四
日
条
に
詳
し
い
で
す
が
、「昔
よ
り
東
向
き
に
す
え
奉
る
。何
ぞ
改
訂
す
べ
け
ん
や」
と
い
う
権中納言藤原宗能の前例尊重論が通って改定をみなか たと
い
います。こ
の
宮
の
鳥居というのは未社当時の玉
垣に付属していた門であって、
高
宮には中門
が
あ
る
のだからこれに準じる意味で残してもよいではないか、と、
こ
れも中宮権
大
夫
宗
能の意見で一決したといいます。御卜によって決しようとい
う
内大臣藤原
宗
忠
や
参議左中将藤原成通の提案が通らないで、前例尊重という伝
統
主義が勝っ
た
の
は
注目に値すること あります。
そ
し
て
応
永
以
降
は
式
年
遷
宮
は
行
わ
れ
ず。造
替
遷
宮
遅
延
に
及
び
、延
徳
二
年
（
一
四
九
〇
）は
高
向
源
右
衛
門
、
天
文
十
五
年
（
一
五
四
六
）は
江
州
人
磯
野
丹
波
守
員
正、
天
文
二
十年は備中人某の寄進により漸く仮殿遷宮を行っていました
が
、徳川幕府
に
至
っ
て
、
慶
長
十
五
年
（
一
六
一
〇
）
十
月
仮
殿
遷
宮
を
行
い
、寛
永
八
年
（
一
六
三
一
）
九
月
に
至っ 遂に式年造替の制度 復しました。但し従来の御敷地
が
狭隘なるを
以
て
、
四十二年度造宮に際し 南方に新地を設け、これによって完
全
なる南北並
列
の
御
敷地を見るに至り、今日に及びます。
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第六章
月夜見宮の歴史
一、宮号宣下と遷宮
月
夜見宮は伊勢市宮後町に鎮座し、月夜見尊並びに月夜見尊荒御魂を奉祀しま
す
。
外宮北御門口から北へ約三百メートル、宮川の方から伊勢の市街地に約二キ
ロ
メ
ートル入ると、県道鳥羽松阪線の右側に接している森がその宮域で、三方
堀
が
めぐっています。創立の年代は不詳ですが、既に『止由気宮儀式帳』に豊受
宮
所
管度会郡神社二四座の筆頭に月讀神社正殿貳区を載せ、太神宮式 も度会宮
所
摂
一六座の首に月夜見社の表記があり、 名式所載の社でもありました。つま
り
第
一
別
宮
高
宮
（
多
賀
宮
）
に
次
ぐ
重
い
処
遇
で
あ
っ
た
の
で
す
。
祈
年
祭
・神
嘗
祭
の
官
幣
に
与り、また儀式帳の時代より早く造宮使が式年造替を担当しており 二十年
に
一
度の式年遷宮も行われていた うで、別 に準じる格式であったと考えられ
ま
す
。その他、月次祭・神嘗祭 三節祭に至っては、祭 十八日 以てṙ宜・内
人
等
参集して、祝部を率いて由貴 を奉仕するこ
と
に
な
っ
て
いました。ここに特
殊
の
待遇を受け いたことが理解できます。
外
宮
摂
社
筆
頭
で
あ
り
な
が
ら
別
宮
に
加
え
ら
れ
た
の
は
田
社（
末
社
）
土
御
祖
社
よ
り
も
遅
く、承
元
四
年
（
一
二
一
〇
）
五
月、土
宮
の
例
に
倣
っ
て
昇
格
さ
れ
ま
し
た
。
次
い
で
建
暦
元
年
（
一
二
一
一
）九
月
十
五
日
の
第
二
十
八
回
豊
受
太
神
宮
式
年
遷
宮
斎
行
後
の
十
二
月
十
八
日に月夜見宮も遷宮が行われ、このときに殿舎が造作されました。当 皇
大
神
宮の月讀宮と同じく古くより正殿が二区あって、月夜見尊荒御魂を別殿に奉
斎
し
ていましたが、このとき月夜見尊の本殿を増大したため、荒御魂宮を小殿と
称
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
応
永
二
十
六
年（
一
四
一
九
）
一
月
四
日
に
月
夜
見
宮
及
び
小
殿
・
忌
火
屋
殿
等
が
炎
上（
『兼
宣
公
記
』）
し
、そ
の
後
は
小
殿
の
再
興
は
見
る
に
至
り
ま
せんでした。
そ
し
て
式
年
造
替
は
久
し
く
行
わ
れ
ず
、天
文
六
年
（
一
五
三
七
）六
月
十
三
日
に
は
駿
河
国
守
護
今
川
氏
親
の
献
金
を
以
て
仮
殿
遷
宮
を
行
い（
『豊
受
皇
大
神
宮
遷
御
近
例』
）、
慶
長
十
七
年（
一
六
一
二
）
十
二
月
二
十
五
日
に
江
戸
幕
府
の
手
に
よ
り
式
年
遷
宮
の
復
興
を
見
る
に
至
り（
『外
宮
召
立
文
案
』）、
次
の
寛
永
八
年（
一
六
三
一
）九
月
四
日
に
式
年
遷
宮
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
（
『寛
文
九
年
外
宮
正
遷
宮
記』
）。
し
か
し
そ
の
御
屋
根
は
な
お
仮
殿
の
例
に
よ
り
大
板
葺
で
あ
っ
た
の
を
、
寛
文
一
〇
年
（
一
六
七
〇
）
九
月
に
萱
葺
に
改
め
ま
し
た
（
『継
彦
神
主
日
次
』）。
二
、宮域と壕
『類
従
神
ᷫ
本
源
』
に
よ
れ
ば「在
神
宮
北
、四
面
堀
百
二
十
二
丈
、
四
至
去
瑞
垣
東
西
南
北
二
十
二
丈
」
と
あ
り
、当
宮
の
宮
域
は
瑞
垣
か
ら
四
方
各
二
二
丈
（
約
六
六
メ
ー
ト
ル
）、周
囲
に
は
長さ一二二丈の壕をめぐらしていました。しかし中世以後の
乱
世に境界も
不
明
に
なり、山田市民が次第に宮域を侵して人家を建て、殊にその
南
方の妙鏡寺
に
あ
っ
ては、壕を埋めて寺地を拡大し、堂宇を建造 ていたため
世
上では築地
寺
な
ど
と言われた程でした。外宮一ṙ宜檜垣常晨は深くこれを畏み
、
時の山田奉
行
八
木
但馬守宗直に訴え出ました。八木奉行は
敬
神の念に篤い人として知られて
お
り
、
直ちに江戸幕府 稟申して、四方の民家 退け、妙鏡寺の後
園
の藪を伐り
払
い
、
客殿を破却し、宮地として方四町を劃定しました。そ 人
家
の侵すこと
を
禁
じ
、総て一ṙ宜の差配に任すことと ました。周囲 堀 穿
ち
、堤を築か
せ
ま
し
た。これを以て当宮は中世以前の面目を取り戻すことができ
ま
した。寛文
元
年
（
一
六
六一
）
十一月から翌二年八月にかけて執り行った事業でありました
（
『常
基
古
今
雑事記』
）。
こ
れ
よ
り
十
七
年
を
経
て、延
宝
六
年
（
一
六
七
八
）の
頃
に
な
る
と、堀
も
い
つ
し
か
埋
も
れ
て
しまい、また人家が宮地を侵すようになりました。時の外宮
一
ṙ宜松木満
彦
は
こ
れを見て深く神慮を畏み、山田奉行桑山丹後守貞政に訴え出
ま
した。桑山
皇
學
館
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奉
行
は先の八木但馬守にも劣らぬ敬神家でありましたので、改めて堤を堀の内側
に
築
かせ、大道を拡げ、六月十八日には宮域の四隅に境界 標木を樹 、二十三
日
に
は
さ
ら
に
制
札
も
立
て
て
、
永
久
に
侵
掠
の
憂
い
が
な
い
よ
う
努
め
た
の
で
し
た
（
足
代
弘
訓『世々
の
恵
』）。
現
在
の
宿
衛
屋
は
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
三
月
に
建
設
さ
れ
、
幾
度
の
改
修
を経て、平成二十四年十二月に全改築されました。
『神
名
秘
書
』
に
は
地
名
を
大
河
原
と
伝
え
ま
す
か
ら
、
昔
は
宮
川
の
分
流
が
こ
の
辺
り
を
め
ぐ
っ
て
い
た
と
想
像
で
き
ま
す
。
後
鳥
羽
天
皇
（
在
位
一
一
八
三
～
九
八
）
の
御
代
に
は
公
卿
勅
使を立て、宸筆の宣命も以て神宮に祈願されること六度に及びましたが、次
の
土
御
門
天
皇
（
在
位
一
一
九
八
～
一
二
一
〇
）も
ま
た
法
皇
御
悩
に
よ
る
病
気
平
癒
の
た
め、
あ
る
いは辛酉の御祈り 甲子 御祈り、さては三合歳厄の御祈りなどと、陰陽師
た
ち
の奏言もあってか数度の勅使をご差遣になりました。こ ら天皇によるご報
賽
が
、月夜見宮の別宮昇格の
要
因
の
一
つ
と
考
えられましょう。
な
お
『応
永
頭
工
日
記
』
に
よ
れ
ば
、
応
永
二
十
六
年
（
一
四
一
九
）正
月
四
日
に
月
夜
見
宮
炎
上の記載が見られます。こ とき月夜見宮ばかりでなく同小殿、川原社、忌
火
屋
殿が焼失しました。この記録より室町当時は 後の月夜見宮にも忌火屋殿が
存
在
し
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
同
日
記
に
あ
る
「
川
原
社
」
と
は
、『神
名
秘
書
』
の
記
録
よ
り
月夜見宮の東にあった高河原神社を指すのでしょう。高河原神社 ついては
後
述
致します。三、並木道
月
夜見宮から厚生小学校前を通り外宮北御門に通じる道を現在神路通りと呼び
ま
す
。しかし出口延佳・岩出末清・青山正清等と共 豊宮崎文庫の創設と経営維
持
に
貢献した與村弘正が著した『勢州古今名所集』によれば、北 門からこの月
夜
見
宮
へ
の
二
町
（
約
二
一
八
メ
ー
ト
ル
）
の
大
路
に
は
並
木
が
立
ち
並
ん
で
い
た
の
で
、
こ
の
一
直線の道を昔は並木路と呼び、不浄の者はその中央を通行することを遠慮し
ま
し
た
。中世の頃は並木が無くな
り
、家居が並び立つと、石畳を設けて汚穢の人
は
そ
の
石の外を通っていたといいます。古老の伝えに
宮
柱立てそめしより月讀の神の行きかふ中の古道
月
よみの宮つかへとてつとに起通ふ神路を清めさらめや
と
い
う
二首の古歌が今日に伝わ ます。こ 二首の短歌は外宮と月
夜
見宮を御祭
神
月
夜
見尊が往来されるという信仰 表れであり、外宮の御饌殿で
天
照大神を祀
る
の
に
対して、ここは弟神であらせられる 夜見尊である ら往来
な
さると考え
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
弘
正
の
他
に
こ
の
伝
承
を
紹
介
し
て
い
る
祠
官
は
い
な
い
の
で、
真
偽
の
程
は
定
か
で
あ
り
ま
せ
ん。伊
勢
の
市
内
に
は
カ
リ
ヤ
橋
と
い
っ
て
、仮
屋（
月
事
の
女
子
の
た
め
の
共
同
建
物
）
の
女
性
が
通
行
す
る
橋
を
特
に
設
け
た
所
も
あ
っ
た
く
ら
い
に、市
民
た
ち
の禁忌の感覚には格別のものがあったのでしょう。この並木
道
にまつわる
古
歌
も
、あるいはそういう戒めを説明したものであったと思われま
す
。
四
、月の変若水
小
堀
邦夫氏は「月の変
を
若ち
水」に
つ
いて次のように述べられています。
小
学生のころ、中秋 名月の夜、子供たちは思い思いの集団
家
々の窓辺に
お
供えしている里
さと
芋いも
や
団子だ
ん
ごを
、
勝手に賑
に
ぎやかに頂戴して回りました。十
五夜
の
お月さんへのお供え物を子供たちが食べて回ることも、かつ
て
は大切な意
味
のあったことと想像できます。月影の中にどのような思いを
遠
き世の人々
が
抱いてきたのか、
『万葉集』から一首を拾って
み
ます。
天あま
橋はし
も
長
く
も
が
も
高
山
も
高
く
もがも
月讀の
持
てる
変を
若ち
水み
づい
取
り
来
て
君
に
奉
りて
変をち
若得［ゑ］
し
む
もの
「
も
が
も」は、あ
る
状
態
の
実
現
を
希
望
す
る
助
詞
で
、〝そ
う
な
っ
た
ら
い
い
な
あ〟
と
現
代
語
で
は
理
解
し
て
よ
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。「月
讀」は
ツ
キ
の
交
替
形
ツ
ク
を
取
っ
た
場
合
、ツ
ク
ヨ
ミ
と
よ
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
。月
の
神
と
い
う
意
味
で
す。
「い
別
宮
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取り来て」の「い」は古代の多くの動詞の頭に着き、その語を強調する接頭語です。二箇所に出てくる「変
[を]
若ち
」
の
語
は動詞オ
[ヲ]
ツ
の
連
用形で、通常「若返
る」
「蘇生する」
意
味
と
考
え
ら
れ
て
い
ます。月の神の霊威を受けて若やいだり、
壮健になったりすることを意味しますから、おそらく、ヒコ・ヒメがオ
[ヲ]
ト
コ
（
男
）・
オ[ヲ]
ト
メ
（
処
女
）
に
な
り
、
つ
ま
り
成
年
を
迎
え
る
と
き
に
も、そ
の
霊
威
を
受
けると信じられてい と思われます。オ
[ヲ]
ツの語から、オ
[ヲ]
トコ・オ
[ヲ]
トメ オ
[ヲ]
ト
が生まれたと考えられます。
―
天
の
掛
橋
が
も
っ
と
長
け
れ
ば
い
い
の
に
。
高
山
も
も
っ
と
高
け
れ
ば
い
い
の
に
。
月
讀
の
神
が
持
っ
て
いる若返りの水を取ってきて、あなたに差し上げ、若返
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
るのに。
さきの『万葉集』一首のおおよその意味は右のようでしょうか。年老いた夫か、父
か
の
若
返
り
の
た
め
に
、
月
の
神
の
霊
威
を
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
た
の
で
す
。
漢
字
で
「
月
讀
」
と
書
く
た
め
、
月
を
数
え
る
（
読
む
）
の
意
味
か
ら
ツ
キ
ヨ
ミ
ま
た
は
ツクヨミとなったと説かれますが、
私
は
月つく
夜よ
・
ミ
（
神
霊み
、
ミ
系
の神、
山
つ
ミのミ）
と見るべきでは いか 思います。古代では月夜は〝月のある夜〟と〝月の光（
ツ
キ
カ
ゲ
）〟
と
の
二
つ
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。
人
々
は
月
影
を
も
た
ら
す
不
思
議
な働きとそれを司っている霊威あるものに〝神〟を信じていたのです。十五夜の明るい路地を子供たち お供えの里芋や団子を食べ歩い 、
大
人
（
成
人
）
になって行きました。
（
小堀邦夫著『伊勢神宮のこころ、式年遷宮の意味』
、
五
六
頁
～五八頁
）
『続
日
本
紀
』
に
よ
れ
ば
、
宝
亀
三
年
（
七
二
二
）
八
月
、
大
き
な
台
風
の
災
害
が
あ
っ
た
と
き
、
卜
い
の
結
果
、
伊
勢
の
月
讀
神
の
祟りだとされた記事が見られ、
このとき以来、
九
月
の祀りには荒祭神 准じ 幣馬を奉ることになった訳ですが、上古から月讀
神
は
霊威ある神と信仰されてきたことが『続日本紀』の記録と小堀氏のこの解説
か
ら
うかがい知れまし
ょ
う。
と
こ
ろ
で
内
宮
と
外
宮
共
に
月
讀
宮
（
月
夜
見
宮
）
が
あ
る
の
は
何
故
で
す
か
と
、別
宮
に
当
直
し
ていると参拝者からよく質問を受けます。近世のある説によ
れ
ば内宮月讀
宮
は
月
陰の義を取って本宮に日月陰陽の理を示し、外宮月讀宮は水
陰
の義を取っ
て
本
宮
に対して水土陰陽の理を示すといいます。また内宮は 、
外
宮は月夜見
と
称
す
る倣いと近世の頃から表記の区別をする例もあっ ようです
。
しかし清在
は
『
毎
事問』において皆妄説であると退けています。殊に月讀・月
夜
見は文字が
異
な
る
だ
け
で
あ
っ
て
、『万
葉
集』に
文
字
を
変
え
て
記
し
て
い
る
事
例
を
挙
げ
れ
ば
枚
挙
に
遑
が
ないとまで指摘して ます。
内
宮
は荒木田氏、外宮は度会氏がお宮の維持管 し た訳で
す
から、それ
ぞ
れ
の
氏族が霊威ある月讀神をお祀り た は至極当然 ことであ
っ
たと思料致
し
ま
す
。
五
、高河原神社の由来
宝
永
四
年（一
七
〇
七
）
に
伊
勢
山
田
の
書
肆
藤
原
長
兵
衛
が
上
梓
し
た『伊
勢
参
宮
按
内
記
』
に
、月讀宮二座は
「
宮
後北の端の森に在」と記されています。そして宮後に
つ
い
て
は「外宮の後に当れる町ゆへに、宮後といふなり」と解説さ
れ
ています。
な
お
先程も触れましたが、豊受大神宮別宮月夜見宮の北辺にも宮
川
の一派が流
れ
て
い
たことがわかり す。清在の『毎事問』中に
今
鍛冶屋垣外ノキトラト云フ所ハ其ノ流ノ北浦ナリ、此ノ辺人
家
無クシテ此
ノ
社
地
ヨ
リ
東
辺
皆
ナ
河
原
ナ
リ
、其
ノ
川
風
ノ
吹
キ
上
ゲ
タ
ル
所
今
ノ
吹
上
町
ナ
リ、
故
ニ古記ニ吹上村ト書ルアリ 其レヨリ西ニ当テ河原アリ、是
レ
今ノ西河原
ナ
リ、此ノ ノ旧地ハ今藪 世古ニ在テ石壇アリ、 年十月ニ
高
河原ノ祭ト
称
シテ郷民輪番ニ此ノ石壇ニ火ヲ燭ス事アリ、寛文三年精長朝
臣
再興ノ日此
ノ
處ニ営建スベカリケルガ民家ノ中モニ建難ク穢気ノ畏モ有レ
バ
トテ神名秘
書
ノ注ニ月讀宮ノ東 在リト云ニ随テ今 所ニ建タルナ 、又
問
、月讀宮ノ
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前ノ町ハ宮ノ前ナレバ宮ノ前町ト云ベクシテ宮後町と云ハ何ゾヤ、答、此レ外宮本宮南面ニテ其ノ後ヘニ在ル ナル故ナリ、前山ト云フ号アリ、前山ト宮後トハ相ヒ対スルナリ
と
あ
り、月夜見 の裏手にあたる北浦をキトラと称したこと 北辺のキトラから
東
辺
は
人
家
が
な
く
河
原
で
あ
っ
た
こ
と
、
宮
川
の
風
の
吹
き
上
げ
る
地
を
吹
上
町
と
称
し
、
現
在
もその地名が踏襲されていること等が述べられています。戦前の吹上村 西
も
か
つ
て
河
原
で
あ
り
、
月
夜
見
宮
の
鎮
座
地
を
西
河
原
と
称
し
た
由
縁
が
理
解
で
き
ま
す
。
ま
た
月夜見宮の所在は外宮本宮南面に位置する前山に対する宮後だと清在は明言
し
、
神名秘書の注記を典拠として、月夜見宮の東に高河原神社が再建されたこと
も
示
唆しています。なお守良も高河原神社の旧地は西河原藪世古、と清在に賛同
し
て
います。
こ
れに対し御巫清直は否定的で、
『二宮管社沿革考』において
唯神名秘書ノ注ニ月讀ノ東ニアリトアルヲノミ拠トシテ、本社ノ旧地ナラムカ
ト
疑
ヒ
、
元
禄
中
其
臆断ヲ主張シテ、遂ニハ高河原ノ旧地ト決定シ、其後ハ
高河原ノ山 ナト称スル 至レリ。然レトモ道饗 行フ地ハ何處ニテモ千歳ノ
旧
地
ノ
所
在
タ
ル
事
ナ
シ
。
山
神
ヲ
以
テ
本
社
ノ
旧
蹤
ト
セ
ム
事
ハ
信
従
シ
カ
タ
シ
。
依テ按スルニ、応永頭工日記ニ云ク、応永廿六年正月四日ノ炎上ノ事、月夜見宮、同キ小殿、河原社、忌火屋殿焼、ト云ヘリ。此河原社ト称スルモノ恐ラクハ当社ナラムカ。然ラハ既ニ応永 頃月讀宮 域内ニ在リテ、共ニ類焼アリケルナルヘシ。寛文中ニ月讀宮ノ域内再興セルハ、古実 符ヘリ ヤ云ハム。又竊ニ按スルニ、高河原社 東ニ在リトイフハ、神名秘書ニ注スル所ナリ。社記ニハ唯山田村ニ在リト注スルノミ。神名秘書ヲ撰セシ弘安ノ頃正シク月讀宮ノ東 所在 リシヤ疑フヘシ。地勢ヲ付度シテ考ルニ、宮川ノ支流、月讀宮々域 北ヲ西ヨリ東ニ通シテ流ルヽ故ニ、西ハ高ク東 低シ。サテ月讀宮ヲ秘書ニ大河原 坐ストアリ。其大河原ヨリ
高
キ
河原ニ当社
ノ
在ヲ以テ、高河原ノ号ヲ負ヒタルナレハ、月讀宮ヨリ東ニ在
テ
ハ名実ニ符
ハ
ス。然ルニ今モ月讀宮 西ナル一之木町ニ大社ト唱フル産神
社
アリテ、地
勢
古色アリ。
と
詳
述
し、神名秘書を典拠に高河原神社の所在を月夜見宮の東に考
証
したことに
疑
問
を
呈しています。清直は宮川の支流が月夜見宮宮域の北を西よ
り
東に流れて
い
る
故
に西は高く東は低いと指摘し、
秘書に月夜見宮の鎮座地を
「
大河原ニ坐ス」
と
あ
る
、その大河原よりも高 河原に高河原神社 所在しなければ
名
実に合わな
い
と
考
察し 月夜見宮より西にある一之木町の産土 をもとの比定
地
に挙げてい
ま
す
。
現在の月夜見宮の北辺にみられ 壕は江戸期に山田奉行によ
り
修築された
堤
と
は
いえ、一部宮川支流 名残を留めており、大河原・西河原な
ど
と称した当
地
が
か
つ
て
宮
川
の
河
原
で
あ
っ
た
こ
と
を
想
起
さ
せ
ま
す。清
直
の
指
摘
が
正
し
け
れ
ば
、
行
忠
の
勘違いによる失考がそのまま古記録となっ 、寛文年間に大
宮
司河辺精長
等
が
検
証して現在地に高河原神社が建てられた いうことになりま
す
。神名秘書
の
記
述
の
正
誤
の
判
断
は
頗
る
困
難
で
あ
り
ま
す
が、管
見
に
よ
れ
ば、
「高
河
原」と
い
う
地
名
は
清直 考 通り、月夜見宮よりも高い西に位置する一之木町
に
求められる
と
考
え
ます。ただ月夜見宮も高河原神社もその所在が宮川の支流と
関
係が深かっ
た
こ
と
に何ら変わりはありません。
（
お
とわ
さとる・神宮司庁広報室広報課係
長
）
※
本
編
は
平
成
二
十
六
年
十
月
～
同
二
十
七
年
三
月
に
か
け
て
斎
行
さ
れ
た
第
六
十
二
回
神
宮
式
年
遷
宮
・皇
大
神
宮
別
宮
月
讀
宮
以
下
十
二
所
別
宮
の
遷
御
の
儀
に
お
い
て
、奉
拝
者
に
対
し
待
ち
時
間
を
利
用
し
て
別
宮
の
歴
史
に
つ
い
て
、
遷
宮
の
沿
革
を
中
心
に
解
説
し
た
内
容
を
も
と
に
、典
拠
史
料
を
明
示
し
な
が
ら
纏
め
た
拙
論
で
あ
り
ま
す
。既
に
一
部
の
別
宮
遷
宮
の
歴
史
に
関
し
て
は
、神
宮
の
機
関
誌
『
瑞
垣
』
第
二
三
〇
号
～
二
三
二
号
で
紹
介
し
て
い
ま
す
が
、そ
れ
ら
を
さ
ら
に
増
補
改
訂して、
ま
た
書
き
下
ろしの論考も加えて完成さ
せ
た
原稿であることを申し添えます。
別
宮
遷
宮
の
歴史について（音羽）
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On the History of Detached Shrines in the Ritual for
the Regular Moving of the Deities
Otowa Satoru
A betsugū is an detached shrine (jinja) for one of the main sanctuaries at Ise-Jingū. It is
considered as an important jinja next to the main sanctuary.
Only some jinja were permitted to have the title of betsugū, which was granted through
official documents issued by the emperor in ancient times, or official documents issued by the
government at that time.
According to an old history book of Jingū called the Record of miscellaneous matters at Ise
Shrine, there was a description of rituals for the betsugū sengū (regular moving of the deities at
detached shrines) in 747; therefore, we recognize the fact that the ritual for the regular moving of
the deities was already institutionalized in the Nara Period.
Judging from the scale of the palace and the rank of jinja, the betsugū sengū was conducted at
Aramatsuri-no-miya and Taka-no-miy detached shrines. Besides these two jinja, it is thought that
betstugū sengū was conducted at detached shrines such as Takihara-no-miya and Izawa-no-miya,
which are far from the main sanctuary of Amaterasu-omikami, by recognizing the descriptions
and the records in the three old history books of Jingū: Record of miscellaneous matters at Ise
Shrine, Ceremonial procedures of Ise Shrine in the Engi Era, and the Record of the life of Princess
Yamato.
Tsukiyomi-no-miya was permitted to have the title of betsugū in the Nara Period, and Izanagi-
no-miya was permitted to have it in 867.
According to the description and the record of “Ceremonial procedures of Ise Shrine in the
Engi Era, there were six betsugū (Aramatsuri-no-miya, Izanagi-no-miya, Tsukiyomi-no-miya,
Takihara-no-miya, Takihara-narabi-no-miya, and Izawa-no-miya) that belonged to the Inner
Shrine, on the other hand, there was only one betsugū (Taka-no-miya) that belonged to the Outer
Shrine.
After that, Tsuchi-no-miya was permitted to have the title of betsugū in 1128, the other
Tsukiyomi-no-miya that belongs to the Outer Shrine was permitted to have it in 1210, and
Kazahinomi-no-miya and Kaze-no-miya were permitted to have it in 1293.
In this brief history of the sengū (ritual for the regular moving of the deities at Jingū), this
article describes the historical transitions involving betsugū sengū.
皇
學
館
大
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